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コロナ禍での本会の取り組みについてコロナ禍での本会の取り組みについて
　令和３年度も、いまだに終息の気　令和３年度も、いまだに終息の気
配が見えない新型コロナウイルス感配が見えない新型コロナウイルス感
染症の中、拡大防止や安全・安心を染症の中、拡大防止や安全・安心を
柱として、同窓会組織としてどのよ柱として、同窓会組織としてどのよ
うな方法で諸活動ができるのか、足うな方法で諸活動ができるのか、足
元を見直し、本部支部がともに協力元を見直し、本部支部がともに協力
しながら、院友の繋がりをより強化しながら、院友の繋がりをより強化
していきたいと考えます。学生支援していきたいと考えます。学生支援
も必要な事業を実施してまいりまも必要な事業を実施してまいりま
す。す。

【育成事業】
「学術・スポーツ振興資金」制度に「学術・スポーツ振興資金」制度に
よる支援は、「学術部門」は母校所よる支援は、「学術部門」は母校所
蔵の貴重資料デジタル化に、「スポ蔵の貴重資料デジタル化に、「スポ
ーツ部門」は硬式野球部･陸上競技ーツ部門」は硬式野球部･陸上競技
部(長距離部門)･柔道部、卓球部・部(長距離部門)･柔道部、卓球部・
ソフトテニス部・スキー部の６団体ソフトテニス部・スキー部の６団体
を令和2年度に引き続き支援してまを令和2年度に引き続き支援してま
いります。いります。
　その他学生支援は、大学の関係各　その他学生支援は、大学の関係各
部署と連携しながら、必要な支援を部署と連携しながら、必要な支援を
行います。行います。
　「院友会長賞」による支援（学生　「院友会長賞」による支援（学生
の部）も継続します。の部）も継続します。

【講座・講演会事業】
　『風土記を読む（第５期）』講　『風土記を読む（第５期）』講
座、院友学術振興会公開講座『國學座、院友学術振興会公開講座『國學
院の古典』、生活芸術講座（一般社院の古典』、生活芸術講座（一般社
団法人儀礼文化学会と共催）等の講団法人儀礼文化学会と共催）等の講
座は、秋以降の開催に向けて準備を座は、秋以降の開催に向けて準備を
進めます。また従来とは異なった形進めます。また従来とは異なった形
式も検討してまいります。式も検討してまいります。
　サロンコンサートは、安心してご　サロンコンサートは、安心してご
参加いただける準備の下、開催を目参加いただける準備の下、開催を目
指します。指します。
【特定寄付】
　國學院大學への協力として、今年　國學院大學への協力として、今年
度に続きコロナ禍で困窮している学度に続きコロナ禍で困窮している学
生を支援するための「緊急修学支援生を支援するための「緊急修学支援
費」へ贈呈する予定です。また國學費」へ贈呈する予定です。また國學
院大學が進める全国の高校生対象文院大學が進める全国の高校生対象文
化事業へは、引き続き支援を行いま化事業へは、引き続き支援を行いま
す。す。
【同窓会事業】
　コロナ禍の中、三密を避け安全・　コロナ禍の中、三密を避け安全・
安心な活動をどのように展開してい安心な活動をどのように展開してい
くか。これからの課題を本部支部とくか。これからの課題を本部支部と
もに共有しながら進めてまいりまもに共有しながら進めてまいりま
す。す。

　会報発行発送事業では、紙面構成　会報発行発送事業では、紙面構成
を考えながら従来同様、いろいろなを考えながら従来同様、いろいろな
情報を掲載いたします。引続き住所情報を掲載いたします。引続き住所
判明者全員に送付する予定です。判明者全員に送付する予定です。
　会員統括組織化事業では、コロナ　会員統括組織化事業では、コロナ
禍での支部総会のあり方、本部支部禍での支部総会のあり方、本部支部
の情報交換、学生支援、事務的なこの情報交換、学生支援、事務的なこ
と等も共有していきます。各支部主と等も共有していきます。各支部主
管の公益事業と支部総会について管の公益事業と支部総会について
は、地域の感染状況等踏まえながは、地域の感染状況等踏まえなが
ら、開催できるようにガイドラインら、開催できるようにガイドライン
を作成します。無理のない開催を目を作成します。無理のない開催を目
指します。指します。
　支部長会議は５月に渋谷キャンパ　支部長会議は５月に渋谷キャンパ
スでの開催に向けて準備をいたしまスでの開催に向けて準備をいたしま
すが、今後のコロナ禍の諸状況を勘すが、今後のコロナ禍の諸状況を勘
案して対応してまいります。案して対応してまいります。
　院友大会は秋以降の開催に向けて　院友大会は秋以降の開催に向けて
調整してまいります。調整してまいります。
　母校ホームカミングデーは、開催　母校ホームカミングデーは、開催
状況や方法に対応しながら、広く院状況や方法に対応しながら、広く院
友に呼びかけてまいります。友に呼びかけてまいります。
　新年院友交歓会は、学術・スポー　新年院友交歓会は、学術・スポー
ツ振興資金支援団体の応援を中心ツ振興資金支援団体の応援を中心
に、準備いたします。に、準備いたします。

　本会ホームページ、Twitter等を　本会ホームページ、Twitter等を
活用して、本部・支部、院友等の情活用して、本部・支部、院友等の情
報を発信していきます。報を発信していきます。
【収益事業】　
　安全・安心を図りながら利用促進　安全・安心を図りながら利用促進
に努め、対応してまいります。に努め、対応してまいります。
【院友会館の運営】
　来館者の安全安心を確保しなが　来館者の安全安心を確保しなが
ら、国、東京都の指針に沿った運営ら、国、東京都の指針に沿った運営
をいたします。開館時間や利用に際をいたします。開館時間や利用に際
してのお願い等、院友会のホームペしてのお願い等、院友会のホームペ
ージでお知らせをしてまいります。ージでお知らせをしてまいります。
ご利用の皆さまにはご不便をおかけご利用の皆さまにはご不便をおかけ
いたしますが、ご理解とご協力のほいたしますが、ご理解とご協力のほ
どよろしくお願いいたします。どよろしくお願いいたします。
【法人事業】
　定款に基づいた諸会議を開催しま　定款に基づいた諸会議を開催しま
す。業務執行理事を中心に、コロナす。業務執行理事を中心に、コロナ
禍の状況へ対応してまいります。禍の状況へ対応してまいります。

　以上が令和３年度の事業概要で　以上が令和３年度の事業概要で
す。コロナ禍での運営となりますす。コロナ禍での運営となります
が、業務執行理事を中心に検討を重が、業務執行理事を中心に検討を重
ねてまいります。ねてまいります。
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公
明　

中
島
精
太
郎

坂
入　
　

益　

熊
嵜　

歳
介

田
中　

恆
清　

夏
井　

邦
男

中
村　

直
紀　

小
林　
　

操

近
藤　
　

篤　

針
本　

正
行

坂
倉　

良
一　

橋
本
憲
市
郎

百
瀬　

敏
記　

赤
岩　
　

修

堀
江　

久
教　

藤
井　

秀
嗣

城
所　

俊
哉　

武
智　

浩
二

北
原　
　

徹　

宮
西　

修
治

西
川　

実
希

会　
　

長

𠮷
田　

茂
穗

副
会
長

今
井　
　

亮　

佐
藤　

美
穗

石
川　

則
夫

常
務
理
事

坂
本
眞
佐
人

理　
　

事

秦　
　

信
行　

大
鳥
居
信
史

吉
田　

源
彦　

塙　
　

東
男

近
藤　

正
臣　

松
山　

文
彦

中
山　

高
嶺　

岡
田　

幹
雄

加
藤　

元
茂　

黒
田　

眞
子

利
根　

康
教　

大
平　
　

実

大
村　

秀
司　

田
辺
三
千
代

秋
元　

善
行　

古
屋　

真
弘

大
野　

靖
仁　

白
川　

博
一

湯
谷　

昌
生　

九
條　

道
成

冨
田　

尚
敬

監　
　

事

小
林　

英
夫　

角
川　

賢
二

寺
澤　
　

悠

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
様
々
な
影

響
、
ま
た
地
震
や
暴
風
、
豪
雪
豪
雨
等
幾
多
の
自
然
災

害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
平
穏
な
日
常
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
、

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友
会

@inyuukai
いろいろなお知らせをいたします。是非フォローしてください。

ご卒業おめでとうございます。
今日から院友会の一員です。

第129期生の皆さまへ

…会報をお読みの　　
　　皆さまへ…

　新型コロナウイルス感染症等　新型コロナウイルス感染症等
の影響により、前号（№375・の影響により、前号（№375・
376号　新年合併号）に続き、376号　新年合併号）に続き、
「第377号　新院友歓迎号」も「第377号　新院友歓迎号」も
紙面を縮小（８面）した編集で紙面を縮小（８面）した編集で
す。ご協賛をいただいております。ご協賛をいただいておりま
したお祝い広告も、法人傘下各したお祝い広告も、法人傘下各
校のみのお願いといたしまし校のみのお願いといたしまし
た。いつもご掲載をいただいてた。いつもご掲載をいただいて
いる各神社、企業、個人の皆さいる各神社、企業、個人の皆さ
まには、お願いを自粛いたしままには、お願いを自粛いたしま
した。「院友の便り」は今号もした。「院友の便り」は今号も
割愛させていただきます。割愛させていただきます。
　ゼミ会、クラス会、同期会、　ゼミ会、クラス会、同期会、
さまざまな様子をいただいておさまざまな様子をいただいてお
りましたが、本会ホームページりましたが、本会ホームページ
でご紹介をさせていただきまでご紹介をさせていただきま
す。重ねてお詫び申し上げますす。重ねてお詫び申し上げます
とともに、ご理解のほど、よろとともに、ご理解のほど、よろ
しくお願い申し上げます。しくお願い申し上げます。

國學院大學
院友会とは

新院友の皆さんを歓迎いたします

1 令和３年３月21日（日）　No.377 院 友 会 報 新院友歓迎号
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第

　

第
129129
期
卒
業
生
の
皆
さ

期
卒
業
生
の
皆
さ

ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

皆
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
い
う
極
め
て
不
幸
な
、
し

と
い
う
極
め
て
不
幸
な
、
し

か
も
極
め
て
稀
有
な
出
来
事

か
も
極
め
て
稀
有
な
出
来
事

に
ま
と
も
に
ぶ
つ
か
っ
て
し

に
ま
と
も
に
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
よ
う

ま
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
よ
う

な
禍
を
も
糧
と
し
て
、
こ
れ

な
禍
を
も
糧
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
役
立
て
る
た

か
ら
の
人
生
に
役
立
て
る
た

め
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
こ

め
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
こ

の
現
象
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

の
現
象
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
正
確
に
理
解
を
し
て
お

場
で
正
確
に
理
解
を
し
て
お

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん

　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん

は
、
ボ
ッ
チ
ャ
と
い
う
ス
ポ

は
、
ボ
ッ
チ
ャ
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
脳

ー
ツ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
脳

性
麻
痺
の
障
が
い
が
あ
る
人

性
麻
痺
の
障
が
い
が
あ
る
人

の
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
今
で

考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
今
で

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式

種
目
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら

種
目
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
球
技
で
す
。

れ
て
い
る
球
技
で
す
。

　

私
は
い
ま
、
東
京
の
大
田

　

私
は
い
ま
、
東
京
の
大
田

区
で
こ
の
ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及

区
で
こ
の
ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ユ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
と

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
と

い
う
、
障
が
い
の
有
無
・
年

い
う
、
障
が
い
の
有
無
・
年

齢
・
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
誰

齢
・
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
誰

も
が
全
く
同
じ
ル
ー
ル
で
、

も
が
全
く
同
じ
ル
ー
ル
で
、

同
じ
コ
ー
ト
で
一
緒
に
戦
う

同
じ
コ
ー
ト
で
一
緒
に
戦
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
素

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
素

晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

私
が
所
属
す
る
団
体
に

　

私
が
所
属
す
る
団
体
に

は
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
い

は
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
い

る
方
が
六
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

る
方
が
六
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

ま
す
。

　

五
名
の
方
は
ご
自
分
で
ボ

　

五
名
の
方
は
ご
自
分
で
ボ

ー
ル
を
投
げ
ら
れ
ま
す
が
、

ー
ル
を
投
げ
ら
れ
ま
す
が
、

お
一
人
の
方
は
ボ
ー
ル
を
握

お
一
人
の
方
は
ボ
ー
ル
を
握

る
こ
と
も
で
き
ず
、
足
で
蹴

る
こ
と
も
で
き
ず
、
足
で
蹴

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

「
ラ
ン
プ
」
と
い
う
補
助
具

「
ラ
ン
プ
」
と
い
う
補
助
具

を
使
い
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

を
使
い
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

助
け
を
借
り
て
、
チ
ー
ム
の

助
け
を
借
り
て
、
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
競
技
し
て
い
ま

一
員
と
し
て
競
技
し
て
い
ま

す
。
昨
年
四
月
か
ら
社
会
人

す
。
昨
年
四
月
か
ら
社
会
人

と
な
っ
た
彼
は
、
月
二
回
開

と
な
っ
た
彼
は
、
月
二
回
開

催
し
て
い
る
ボ
ッ
チ
ャ
会
に

催
し
て
い
る
ボ
ッ
チ
ャ
会
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
彼
が
キ

参
加
し
て
い
ま
す
。
彼
が
キ

ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
チ
ー
ム

ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
チ
ー
ム

名
は
、
ご
本
人
の

名
は
、
ご
本
人
の
夢ゆ

う
ゆ
う

叶と

と
い
と
い

う
名
前
か
ら
、
夢
が
叶
う

う
名
前
か
ら
、
夢
が
叶
う

「
ド
リ
カ
ム
」
で
す
。

「
ド
リ
カ
ム
」
で
す
。

　

人
は
皆
、
こ
の
世
に
生
を

　

人
は
皆
、
こ
の
世
に
生
を

享
け
た
時
、
喜
び
と
希
望
に

享
け
た
時
、
喜
び
と
希
望
に

満
ち
溢
れ
た
中
で
生
ま
れ

満
ち
溢
れ
た
中
で
生
ま
れ

て
、
そ
の
子
に
相
応
し
い
名

て
、
そ
の
子
に
相
応
し
い
名

前
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

前
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

129129
期
ご
卒
業
の
皆
さ
ん

期
ご
卒
業
の
皆
さ
ん

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し

い
お
名
前
を
お
持
ち
の
こ
と

い
お
名
前
を
お
持
ち
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
名
前
を
付
け

と
存
じ
ま
す
。
名
前
を
付
け

て
く
だ
さ
っ
た
方
の
深
い
愛

て
く
だ
さ
っ
た
方
の
深
い
愛

に
思
い
を
致
し
、
こ
の
先
ど

に
思
い
を
致
し
、
こ
の
先
ど

の
よ
う
な
バ
リ
ア
（
障
壁
）

の
よ
う
な
バ
リ
ア
（
障
壁
）

に
出
会
お
う
と
も
挫
け
る
こ

に
出
会
お
う
と
も
挫
け
る
こ

と
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
乗
り

と
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
乗
り

越
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

越
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
あ
な
た
が
、
ど
の
よ

　

今
後
あ
な
た
が
、
ど
の
よ

う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
よ
う

う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
よ
う

と
も
、
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

と
も
、
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ 

ｃ

ｏ
ｍ
ｅ

ｏ
ｍ
ｅ 

ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
を
信
じ

ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
を
信
じ

て
、
自
分
か
ら
バ
リ
ア
を
作

て
、
自
分
か
ら
バ
リ
ア
を
作

る
こ
と
な
く
、
広
い
視
野
で

る
こ
と
な
く
、
広
い
視
野
で

物
事
を
見
て
い
っ
て
い
た
だ

物
事
を
見
て
い
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

苦
難
に
立
ち
向
か
っ
て
こ

　

苦
難
に
立
ち
向
か
っ
て
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

こ
ま
で
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
、
前
途
洋
洋
を
祈
念
し
て

の
、
前
途
洋
洋
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

第

　

第
129129
期
生
の
皆
さ
ん
、
ご

期
生
の
皆
さ
ん
、
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
卒
業
し
て
か
ら
三
十
年

す
。
卒
業
し
て
か
ら
三
十
年

以
上
が
た
ち
ま
す
が
、
当
時

以
上
が
た
ち
ま
す
が
、
当
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
（
２
０
２
０

令
和
二
年
（
２
０
２
０

年
）
度
、
皆
さ
ん
の
学
生
生

年
）
度
、
皆
さ
ん
の
学
生
生

活
の
集
大
成
で
あ
る
四
年
生

活
の
集
大
成
で
あ
る
四
年
生

の
大
切
な
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
大
切
な
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
誰
も
が
こ
れ
ま
で

の
影
響
で
誰
も
が
こ
れ
ま
で

お
詫
び
と
訂
正

　

院
友
会
報
第
三
七
五
・
三
七
六
号
（
新
年
合
併
号
）
に
誤
り

　

院
友
会
報
第
三
七
五
・
三
七
六
号
（
新
年
合
併
号
）
に
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
三
面　

院
友
か
ら
の
ひ
と
こ
と

■
三
面　

院
友
か
ら
の
ひ
と
こ
と

（
誤
）
菊
地
鐐
二
郎
さ
ん
（

（
誤
）
菊
地
鐐
二
郎
さ
ん
（
7070
別
専
２
／
福
津
市
）

別
専
２
／
福
津
市
）

（
正
）
菊
地
鐐
二
郎
さ
ん
（

（
正
）
菊
地
鐐
二
郎
さ
ん
（
7979
文
２
／
四
街
道
市
）

文
２
／
四
街
道
市
）

　

関
係
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

　

関
係
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

び
す
る
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
時
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
時
を

送
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、

送
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、

本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い

本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
も
人
生
で
初
め
て

ま
す
。
私
も
人
生
で
初
め
て

の
経
験
で
し
た
。

の
経
験
で
し
た
。

　

物
理
的
に「
人
」
と
「
人
」

　

物
理
的
に「
人
」
と
「
人
」

と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
ら

と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
ら

れ
る
…
。
確
か
に
今
は
Ｓ
Ｎ

れ
る
…
。
確
か
に
今
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

Ｓ
な
ど
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
自
由
さ
は

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
自
由
さ
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
実
際
に
人
と
会
っ
て
、

だ
、
実
際
に
人
と
会
っ
て
、

話
を
聞
い
て
…
と
い
う
コ
ミ

話
を
聞
い
て
…
と
い
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
明
ら
か

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
明
ら
か

に
情
報
量
が
違
い
ま
す
。
さ

に
情
報
量
が
違
い
ま
す
。
さ

ら
に
直
接
会
う
こ
と
で
「
つ

ら
に
直
接
会
う
こ
と
で
「
つ

な
が
り
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

な
が
り
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
日
常

仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
日
常

に
お
い
て
も
、
人
と
出
会

に
お
い
て
も
、
人
と
出
会

い
、
話
を
す
る
こ
と
で
多
く

い
、
話
を
す
る
こ
と
で
多
く

の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い

き
、
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
当
た
り
前
の
こ
と

　

今
回
、
当
た
り
前
の
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
物
理
的

が
で
き
な
く
な
り
、
物
理
的

に
離
れ
て
い
る
状
況
下
で
、

に
離
れ
て
い
る
状
況
下
で
、

改
め
て
仕
事
の
在
り
方
や
人

改
め
て
仕
事
の
在
り
方
や
人

間
関
係
に
つ
い
て
、
考
え
る

間
関
係
に
つ
い
て
、
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
で
重
要
な
の
は
「
チ

　

仕
事
で
重
要
な
の
は
「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
」、
人
と
の
つ

ー
ム
ワ
ー
ク
」、
人
と
の
つ

な
が
り
で
す
。
一
人
で
は
仕

な
が
り
で
す
。
一
人
で
は
仕

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

も
学
生
生
活
の
中
で
実
感
し

も
学
生
生
活
の
中
で
実
感
し

た
と
思
い
ま
す
。
離
れ
た
状

た
と
思
い
ま
す
。
離
れ
た
状

況
で
も
い
か
に
チ
ー
ム
と
し

況
で
も
い
か
に
チ
ー
ム
と
し

て
円
滑
に
仕
事
を
進
め
て
い

て
円
滑
に
仕
事
を
進
め
て
い

く
か
…
。
メ
ン
バ
ー
と
の
つ

く
か
…
。
メ
ン
バ
ー
と
の
つ

な
が
り
を
強
く
意
識
す
る
よ

な
が
り
を
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
心
が
け
、
積
極
的
に
コ

う
に
心
が
け
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
取
る

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
取
る

よ
う
に
努
め
、
各
々
の
業
務

よ
う
に
努
め
、
各
々
の
業
務

を
可
視
化
し
共
有
す
る
仕
組

を
可
視
化
し
共
有
す
る
仕
組

み
を
構
築
し
ま
し
た
。
結
果

み
を
構
築
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
以
前
よ
り
相
互
理

と
し
て
、
以
前
よ
り
相
互
理

解
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在

解
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
回
の
経
験
で
「
普
通
」

　

今
回
の
経
験
で
「
普
通
」

や
「
日
常
」
と
は
実
は
と
て

や
「
日
常
」
と
は
実
は
と
て

も
難
し
く
、
日
々
の
努
力
の

も
難
し
く
、
日
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
と
多
く
の
奇
跡
の

積
み
重
ね
と
多
く
の
奇
跡
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。「
普

に
気
づ
き
ま
し
た
。「
普

129
期
生
の
皆
さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

111111111

生
皆
生
期
生
期期期期
生生

す

卒
業

すす

國　清　英　明

　

第

　

第
129129
期
生
の
皆
さ
ん
、
ご

期
生
の
皆
さ
ん
、
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

今
な
お
、
猛
威
を
振
る
う

　

今
な
お
、
猛
威
を
振
る
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
。
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

症
。
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

な
く
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

経
済
的
に
深
刻
な
影
響
を
受

経
済
的
に
深
刻
な
影
響
を
受

け
て
い
る
方
に
は
、
こ
の
場

け
て
い
る
方
に
は
、
こ
の
場

を
借
り
て
心
か
ら
お
見
舞
い

を
借
り
て
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
未
知
な
る

申
し
上
げ
ま
す
。
未
知
な
る

ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
り
、

ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま

私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま

し
た
。

し
た
。129129
期
生
の
皆
さ
ん
も
、

期
生
の
皆
さ
ん
も
、

そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
は

そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閉

ず
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閉

鎖
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授

鎖
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授

業
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
園
祭

業
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
園
祭

の
自
粛
な
ど
、
過
去
に
例
の

の
自
粛
な
ど
、
過
去
に
例
の

な
い
学
生
生
活
を
強
い
ら

な
い
学
生
生
活
を
強
い
ら

れ
、就
職
活
動
に
お
い
て
も
、

れ
、就
職
活
動
に
お
い
て
も
、

説
明
会
の
中
止
や
帰
省
の
自

説
明
会
の
中
止
や
帰
省
の
自

粛
な
ど
、
随
分
難
航
し
た
の

粛
な
ど
、
随
分
難
航
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ

ん
な
中
、皆
さ
ん
が
無
事
に

ん
な
中
、皆
さ
ん
が
無
事
に

卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

は
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
私
が
就
職
活
動
を

　

か
つ
て
私
が
就
職
活
動
を

行
っ
た
の
も
、
多
く
の
企
業

行
っ
た
の
も
、
多
く
の
企
業

が
採
用
試
験
の
見
送
り
を
し

が
採
用
試
験
の
見
送
り
を
し

た
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
超
氷

た
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
超
氷

河
期
」
で
し
た
。
当
時
は
、

河
期
」
で
し
た
。
当
時
は
、

今
な
ら
問
題
に
な
る
よ
う
な

今
な
ら
問
題
に
な
る
よ
う
な

圧
迫
面
接
も
あ
り
「
四
大
卒

圧
迫
面
接
も
あ
り
「
四
大
卒

の
女
子
学
生
は
不
要
」
と
あ

の
女
子
学
生
は
不
要
」
と
あ

か
ら
さ
ま
に
難
色
を
示
す
企

か
ら
さ
ま
に
難
色
を
示
す
企

業
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

業
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
広
告
業

　

し
か
し
、
実
際
に
広
告
業

界
で
働
き
始
め
る
と
、
女
性

界
で
働
き
始
め
る
と
、
女
性

と
し
て
の
感
性
を
求
め
ら
れ

と
し
て
の
感
性
を
求
め
ら
れ

る
機
会
も
多
く
、
女
性
で
あ

る
機
会
も
多
く
、
女
性
で
あ

る
こ
と
が
役
立
つ
こ
と
も
あ

る
こ
と
が
役
立
つ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
勿
論
、
社
会
に

り
ま
し
た
。
勿
論
、
社
会
に

出
れ
ば
、
プ
ロ
と
し
て
男
も

出
れ
ば
、
プ
ロ
と
し
て
男
も

女
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
お

女
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
お

金
を
頂
戴
す
る
以
上
、
全
力

金
を
頂
戴
す
る
以
上
、
全
力

で
取
り
組
む
の
み
で
す
。
そ

で
取
り
組
む
の
み
で
す
。
そ

し
て
、
大
切
な
の
は
自
分
が

し
て
、
大
切
な
の
は
自
分
が

必
要
と
さ
れ
る
存
在
か
ど
う

必
要
と
さ
れ
る
存
在
か
ど
う

か
。
代
わ
り
が
き
か
な
い
存

か
。
代
わ
り
が
き
か
な
い
存

在
で
あ
る
か
ど
う
か
で
、
社

在
で
あ
る
か
ど
う
か
で
、
社

会
を
生
き
抜
く
力
は
大
き
く

会
を
生
き
抜
く
力
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
結
婚
・
産
休

変
わ
り
ま
す
。
結
婚
・
産
休

・
育
休
を
経
て
、
再
び
職
場

・
育
休
を
経
て
、
再
び
職
場

復
帰
し
た
私
が
、
時
短
勤
務

復
帰
し
た
私
が
、
時
短
勤
務

の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
今
も

の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
今
も

変
わ
ら
ず
戦
力
と
し
て
認
め

変
わ
ら
ず
戦
力
と
し
て
認
め

て
い
た
だ
け
て
い
る
の
は
、

て
い
た
だ
け
て
い
る
の
は
、

自
分
に
し
か
な
い
強
み
を
見

自
分
に
し
か
な
い
強
み
を
見

つ
け
、
経
験
を
積
む
こ
と

つ
け
、
経
験
を
積
む
こ
と

で
、
そ
の
強
み
に
磨
き
を
か

で
、
そ
の
強
み
に
磨
き
を
か

け
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た

け
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
考
え
る
頭

　

私
た
ち
に
は
、
考
え
る
頭

が
あ
り
、
人
を
思
う
心
も
あ

が
あ
り
、
人
を
思
う
心
も
あ

り
ま
す
。
不
利
な
状
況
を
有

り
ま
す
。
不
利
な
状
況
を
有

利
に
し
た
り
、
困
難
な
状
況

利
に
し
た
り
、
困
難
な
状
況

で
も
前
向
き
な
気
持
ち
を
維

で
も
前
向
き
な
気
持
ち
を
維

持
し
た
り
、
そ
の
す
べ
て
は

持
し
た
り
、
そ
の
す
べ
て
は

自
分
次
第
で
す
。

自
分
次
第
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
ど
ん
な
分

　

皆
さ
ん
に
は
、
ど
ん
な
分

野
で
も
、
ど
ん
な
些
細
な
こ

野
で
も
、
ど
ん
な
些
細
な
こ

と
で
も
、
自
分
ら
し
さ
を
大

と
で
も
、
自
分
ら
し
さ
を
大

切
に
、
真
摯
に
取
り
組
む
こ

切
に
、
真
摯
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ

と
で
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
唯
一
無
二
の
存
在
に
な
っ

る
唯
一
無
二
の
存
在
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
ご
活

　

皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
ご
活

躍
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

躍
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。
す
。住所変更届・異動届のお願い

　本会では母校校友課と協力し、一人
でも多くの院友の皆さまに情報発信を
していきたいと考えております。現
在、住所が判明している全ての院友の
皆さまに、院友会報をお送りしており
ます。
　結婚・転職・転居などにより、氏名
・住所・勤務先などに変更がございま
したら、本会または母校校友課へお知

らせください。ホームページからでも
変更できます。
　また、ご実家であっても、ご本人が
居住されていない場合は、郵便局から
差し戻されてまいりますので、必ず現
住所をご連絡ください。
　皆さまのお手元に郵便物が確実に届
くように、ご協力の程お願い申し上げ
ます。

第129期のみなさんへ

祝・ご卒業

ともにともに
進みましょう

石井 智子
（いしい・ともこ/９８文）

㈱永谷園ホールディングス
広報部広報室長

唯一無二の存在で唯一無二の存在で
生き抜く力を

寺田 恵子
（てらだ・けいこ／107法）

㈱東京アドデザイナース
ディレクター／コピーライター

通
」
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し

通
」
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。　

て
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
に
は
今
を
乗
り
越

　

皆
さ
ん
に
は
今
を
乗
り
越

え
て
い
る
力
が
あ
り
ま
す
。

え
て
い
る
力
が
あ
り
ま
す
。

若
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

若
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
や

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
や

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に

は
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

は
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
だ
さ
い
！　

そ
し
て
、

て
く
だ
さ
い
！　

そ
し
て
、

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
の
新
生
活
に
進
ん
で
く
だ

ら
の
新
生
活
に
進
ん
で
く
だ

さ
い
。
と
も
に
前
に
進
み
ま

さ
い
。
と
も
に
前
に
進
み
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

も
し
も
の
時
は
「
國
學
院

　

も
し
も
の
時
は
「
國
學
院

大
學
」
と
い
う
拠
り
所
が
あ

大
學
」
と
い
う
拠
り
所
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
忘
れ
ず
に
。

り
ま
す
。そ
れ
を
忘
れ
ず
に
。

　

改
め
て
、
ご
卒
業
お
め
で

　

改
め
て
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加藤 貞敏
（かとう・さだとし/７７文）

東京都大田区ボッチャ協会副会長
田園調布ボッチャ会代表

素晴らしい夢の素晴らしい夢の
実現を！実現を！
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青 木 一 男

川福　　基之

川福　　基之

青 木 一 男

宮
城
県
支
部
経
由

三
千
円

6161　

高
橋　

弘
平

　

高
橋　

弘
平

6666　

栗
生　

守
男

　

栗
生　

守
男

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6767　

日
野　

敬
一

　

日
野　

敬
一

6868　

千
葉　

博
男

　

千
葉　

博
男

6868　

芳
賀　

清
一

　

芳
賀　

清
一

6969　

高
橋　

太
一

　

高
橋　

太
一

6969　

中
田　

拓
雄

　

中
田　

拓
雄

7171　

大
窪　

信
孝

　

大
窪　

信
孝

7272　

小
山
田
則
幸

　

小
山
田
則
幸

7373　

三
浦　

昭
徳

　

三
浦　

昭
徳

7474　

保
積　

克
彦

　

保
積　

克
彦

7575　

菅
野　

英
太

　

菅
野　

英
太

7575　

鈴
木　

悦
子

　

鈴
木　

悦
子

7676　

佐
藤　

正
幸

　

佐
藤　

正
幸

7676　

星　
　

敦
子

　

星　
　

敦
子

7777　

佐
佐
木
秀
哉

　

佐
佐
木
秀
哉

7777　

佐
山　

輝
明

　

佐
山　

輝
明

7878　

菅
原　

一
彦

　

菅
原　

一
彦

7979　

石
垣　

正
彰

　

石
垣　

正
彰

8080　

大
友　

竹
信

　

大
友　

竹
信

8282　

日
下　

厚
子

　

日
下　

厚
子

8282　

鈴
木　

雅
香

　

鈴
木　

雅
香

8282　

鈴
木　

正
広

　

鈴
木　

正
広

8282　

高
崎　

恒
晴

　

高
崎　

恒
晴

8282　

高
橋　

範
英

　

高
橋　

範
英

8282　

伏
谷
亀
一
郎

　

伏
谷
亀
一
郎

8383　

桜
谷　
　

隆

　

桜
谷　
　

隆

8484　

泉　
　

信
次

　

泉　
　

信
次

8484　

小
田
金
昌
平

　

小
田
金
昌
平

8484　

寺
嶋　

京
子

　

寺
嶋　

京
子

8585　

田
村　

温
子

　

田
村　

温
子

8686　

小
畑　

幸
彦

　

小
畑　

幸
彦

8686　

田
村　
　

稔

　

田
村　
　

稔

8888　

今
井　
　

貴

　

今
井　
　

貴

8888　

千
葉　

健
司

　

千
葉　

健
司

8888　

藤
波　

祥
子

　

藤
波　

祥
子

8888　

星　
　

倫
市

　

星　
　

倫
市

8989　

一
條　

博
之

一
條　

博
之

8989　

鈴
木
美
智
子

　

鈴
木
美
智
子

8989　

田
中
於
莵
彦

　

田
中
於
莵
彦

9090　

和
泉　

博
章

　

和
泉　

博
章

9090　

鍛
代　

敏
雄

　

鍛
代　

敏
雄

9191　

小
野
寺
章
禎

　

小
野
寺
章
禎

9393　

大
宮　

信
彦

　

大
宮　

信
彦

9393　

後
藤　

正
人

　

後
藤　

正
人

9393　

平
山　

俊
行

　

平
山　

俊
行

9595　

坂
本　

訓
之

　

坂
本　

訓
之

9696　

菊
池　

重
人

　

菊
池　

重
人

9696　

藤
岡　

邦
彦

　

藤
岡　

邦
彦

9797　

藤
岡
き
み
江

　

藤
岡
き
み
江

9898　

石
川　

真
司

　

石
川　

真
司

9898　

大
沢　

慶
尋

　

大
沢　

慶
尋

100100　

井
上　

智
子

　

井
上　

智
子

100100　

竹
中
な
み
江

　

竹
中
な
み
江

101101　

佐
藤　

央
千

　

佐
藤　

央
千

104104　

小
野
寺
雅
美

　

小
野
寺
雅
美

106106　

菊
地　

忠
久

　

菊
地　

忠
久

108108　

遠
藤　
　

諭

　

遠
藤　
　

諭

109109　

櫻
谷　

賢
一

　

櫻
谷　

賢
一

109109　

田
中　

直
彦

　

田
中　

直
彦

109109　

千
葉　

秀
司

　

千
葉　

秀
司

110110　

鍵　
　

貴
之

　

鍵　
　

貴
之

112112　

伊
藤　

尚
太

　

伊
藤　

尚
太

113113　

栗
生　

貴
史

　

栗
生　

貴
史

113113　

三
品　

博
隆

　

三
品　

博
隆

115115　

菅
野　

祐
太

　

菅
野　

祐
太

117117　

佐
山　
　

崇

　

佐
山　
　

崇

119119　

小
野　
　

亮

小
野　
　

亮

120120　

佐
藤　

孝
行

　

佐
藤　

孝
行

122122　

高
橋　

知
貴

　

高
橋　

知
貴

123123　

小
林　

友
樹

　

小
林　

友
樹

123123　

田
村　
　

勝

　

田
村　
　

勝

127127　

横
岡　

卓
登

　

横
岡　

卓
登

埼
玉
県
西
支
部
経
由

三
千
円

7070　

金
子　
　

元

　

金
子　
　

元

7070　

中
野　
　

誠

　

中
野　
　

誠

7676　

奥
平　

文
雄

　

奥
平　

文
雄

7878　

梅
田　

久
詞

　

梅
田　

久
詞

8787　

浅
田　

則
子

　

浅
田　

則
子

9090　

浅
田　

栄
治

　

浅
田　

栄
治

9696　

原　
　

泰
明

　

原　
　

泰
明

9898　

高
麗　

文
康

　

高
麗　

文
康

埼
玉
県
北
支
部
経
由

三
千
円

推　

根
岸　

州
子

推　

根
岸　

州
子

6565　

小
暮　

功
子

　

小
暮　

功
子

6868　

大
墅　
　

正

　

大
墅　
　

正

6868　

杤
原　

嗣
雄

　

杤
原　

嗣
雄

7171　

浅
見　

伯
喜

　

浅
見　

伯
喜

7171　

井
上　

善
子

　

井
上　

善
子

7171　

木
野　

達
彦

　

木
野　

達
彦

7171　

原　

千
代
子

　

原　

千
代
子

7373　

菅
谷　

浩
之

菅
谷　

浩
之

7373　

千
葉　

義
文

　

千
葉　

義
文

7474　

阿
部　
　

貴

　

阿
部　
　

貴

7474　

岩
井　

弘
之

　

岩
井　

弘
之

7474　

戸
塚　

敏
雄

　

戸
塚　

敏
雄

7575　

浅
見　

武
史

　

浅
見　

武
史

7777　

浅
見　

央
子

　

浅
見　

央
子

7777　

加
藤　

嘉
郎

　

加
藤　

嘉
郎

7777　

中
山　

高
嶺

　

中
山　

高
嶺

7878　

大
野　

久
直

　

大
野　

久
直

7979　

諏
佐　

一
夫

諏
佐　

一
夫

8080　

松
岡　

俊
行

　

松
岡　

俊
行

8181　

木
村　
　

勤

　

木
村　
　

勤

8181　

柳　
　

正
博

　

柳　
　

正
博

8282　

神
宮　

公
次

　

神
宮　

公
次

8282　

長
島　

利
夫

　

長
島　

利
夫

8383　

糸
部　

利
己

　

糸
部　

利
己

8383　

清
水　

知
子

　

清
水　

知
子

8383　

曽
根
原
正
宏

　

曽
根
原
正
宏

8383　

鳥
塚　

定
男

　

鳥
塚　

定
男

8383　

米
田　

賢
二

　

米
田　

賢
二

8484　

根
岸　

精
一

　

根
岸　

精
一

8585　

新
井　

直
行

　

新
井　

直
行

8585　

今
井　
　

宏

　

今
井　
　

宏

8585　

星　
　

信
壽

　

星　
　

信
壽

8585　

若
林
貴
代
子

　

若
林
貴
代
子

8686　

岩
崎　

正
憲

　

岩
崎　

正
憲

8686　

干
田　

智
子

　

干
田　

智
子

8787　

猪
野　

久
夫

　

猪
野　

久
夫

8787　

岡
本　

一
雄

　

岡
本　

一
雄

8787　

原　
　

幸
男

　

原　
　

幸
男

8787　

星　
　

幸
代

　

星　
　

幸
代

8989　

木
村　

隆
彦

　

木
村　

隆
彦

8989　

桜
沢　
　

晃

　

桜
沢　
　

晃

8989　

篠
田　

宣
久

　

篠
田　

宣
久

9191　

東　
　

禎
章

　

東　
　

禎
章

9191　

大
澤　
　

孝

　

大
澤　
　

孝

9191　

尾
上　

貴
宣

　

尾
上　

貴
宣

9191　

山
中　
　

剛

　

山
中　
　

剛

9292　

栗
原　

克
人

　

栗
原　

克
人

9393　

浅
海　

純
一

　

浅
海　

純
一

9393　

藤
原
多
恵
子

　

藤
原
多
恵
子

9595　

新
井　

君
美

　

新
井　

君
美

9595　

小
野
田
陽
一

　

小
野
田
陽
一

9595　

宮
本　

直
樹

　

宮
本　

直
樹

9696　

網
野　

直
久

　

網
野　

直
久

9696　

高
橋　

文
久

　

高
橋　

文
久

9898　

岩
田　

勝
宏

　

岩
田　

勝
宏

102102　

千
葉　

康
一

　

千
葉　

康
一

104104　

坂
本　

顕
一

　

坂
本　

顕
一

104104　

薗
田　
　

建

　

薗
田　
　

建

105105　

田
所　

常
典

　

田
所　

常
典

105105　

中
山　

真
樹

　

中
山　

真
樹

105105　

古
谷　
　

静

　

古
谷　
　

静

106106　

大
井
は
る
み

　

大
井
は
る
み

107107　

梅
林　

正
樹

　

梅
林　

正
樹

107107　

中
山　

昌
人

　

中
山　

昌
人

108108　

浅
見　

知
史

　

浅
見　

知
史

109109　

宮
本　
　

修

　

宮
本　
　

修

109109　

山
中　

俊
宣

　

山
中　

俊
宣

111111　

松
本　
　

隆

　

松
本　
　

隆

112112　

大
澤　

宣
彦

　

大
澤　

宣
彦

117117　

田
島　

真
希

　

田
島　

真
希

118118　

篠
田　

孟
宣

篠
田　

孟
宣

119119　

磯
野　

順
一

　

磯
野　

順
一

119119　

大
島　

健
司

　

大
島　

健
司

119119　

清
水　

康
平

　

清
水　

康
平

120120　

倉
林　

吾
礼

　

倉
林　

吾
礼

124124　

金
子　

恵
介

　

金
子　

恵
介

124124　

島
田　

佳
祐

　

島
田　

佳
祐

126126　

新
井　

圭
美

　

新
井　

圭
美

127127　

岩
田
悠
太
郎

　

岩
田
悠
太
郎

新
潟
県
支
部
経
由

三
千
円

6161　

吉
田　

牧
夫

吉
田　

牧
夫

6464　

三
部　

正
人

　

三
部　

正
人

6666　

市
島　

正
巳

　

市
島　

正
巳

6868　

花
ヶ
前
盛
明

　

花
ヶ
前
盛
明

7070　

石
黒　

道
子

　

石
黒　

道
子

7070　

小
川　

亮
一

　

小
川　

亮
一

7171　

中
山　

文
隆

　

中
山　

文
隆

7373　

稲
岡　

嘉
彰

　

稲
岡　

嘉
彰

7373　

佐
野　

秀
樹

　

佐
野　

秀
樹

7373　

湯
浅　

輝
子

　

湯
浅　

輝
子

7474　

廣
井　

公
明

廣
井　

公
明

7575　

小
林　

庄
一

　

小
林　

庄
一

7575　

廣
井　

嗣
雄

　

廣
井　

嗣
雄

7676　

風
間
常
樹
彦

　

風
間
常
樹
彦

7777　

宮
下　

茂
保

　

宮
下　

茂
保

7878　

石
川
辰
一
郎

　

石
川
辰
一
郎

7979　

上
田　
　

茂

　

上
田　
　

茂

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

8080　

柏
原　

路
子

　

柏
原　

路
子

8080　

柏
原　

了
永

　

柏
原　

了
永

8080　

武
田　

英
徳

武
田　

英
徳

8080　

吉
井　

宣
明

　

吉
井　

宣
明

8383　

志
田　

喜
廣

　

志
田　

喜
廣

8383　

外
山
八
重
子

　

外
山
八
重
子

8686　

楚
山　

光
大

　

楚
山　

光
大

8787　

栗
林　

淳
子

　

栗
林　

淳
子

8989　

栗
田　

宗
明

　

栗
田　

宗
明

9595　

永
井　

康
之

　

永
井　

康
之

107107　

青
山　

洋
一

　

青
山　

洋
一

113113　

吉
井　

宣
仁

　

吉
井　

宣
仁

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

静
岡
県
東
部
支
部
経
由

三
千
円

8484　

山
本　

良
一

　

山
本　

良
一

静
岡
県
中
部
支
部
経
由

三
千
円

6363　

高
槻　

徹
次

　

高
槻　

徹
次

6868　

樫
下　
　

亘

　

樫
下　
　

亘

7171　

内
山　

信
春

　

内
山　

信
春

7171　

内
海　

泰
彦

　

内
海　

泰
彦

7272　

濱
岡　

弘
一

　

濱
岡　

弘
一

7575　

榊
原　

賢
司

榊
原　

賢
司

7575　

満
間　

征
夫

　

満
間　

征
夫

7676　

青
島　

勝
昭

　

青
島　

勝
昭

7676　

落
合　

偉
洲

　

落
合　

偉
洲

7979　

多
田　
　

計

　

多
田　
　

計

7979　

松
下　

正
之

　

松
下　

正
之

8080　

天
野　
　

忍

　

天
野　
　

忍

8080　

水
嶋　

八
束

　

水
嶋　

八
束

8383　

桜
井　
　

仁

　

桜
井　
　

仁

8484　

有
馬　

松
司

　

有
馬　

松
司

8484　

藤
本　

雅
通

藤
本　

雅
通

8585　

繁
原　

幸
子

　

繁
原　

幸
子

8686　

永
田　

昌
志

　

永
田　

昌
志

8787　

青
嶋
甲
子
雄

　

青
嶋
甲
子
雄

8888　

河
原
﨑　

全

　

河
原
﨑　

全

8888　

苦
竹　

泰
秀

　

苦
竹　

泰
秀

8888　

姫
岡　

恭
彦

　

姫
岡　

恭
彦

8989　

仁
科　

泰
彦

　

仁
科　

泰
彦

9090　

芦
原　

久
雄

　

芦
原　

久
雄

9292　

村
瀬　

隆
彦

　

村
瀬　

隆
彦

9393　

八
木　

良
弘

八
木　

良
弘

9494　

伊
藤　

裕
司

　

伊
藤　

裕
司

9494　

鈴
木　

啓
央

　

鈴
木　

啓
央

9595　

寺
尾　

祐
一

　

寺
尾　

祐
一

9797　

中
川　

律
子

　

中
川　

律
子

9898　

鈴
木　

文
彦

　

鈴
木　

文
彦

9898　

高
橋　

一
之

　

高
橋　

一
之

9999　

小
杉　

明
史

　

小
杉　

明
史

103103　

大
沢　

哲
也

　

大
沢　

哲
也

103103　

保
坂　

仁
司

　

保
坂　

仁
司

108108　

藤
本　
　

大

　

藤
本　
　

大

109109　

齋
藤　
　

曜

　

齋
藤　
　

曜

109109　

長
橋　

正
樹

　

長
橋　

正
樹

116116　

大
石　

沙
織

　

大
石　

沙
織

116116　

戸
塚　

直
史

　

戸
塚　

直
史

116116　

松
下　

国
正

　

松
下　

国
正

117117　

宮
城
島
由
貴

　

宮
城
島
由
貴

118118　

海
野　

貴
嗣

　

海
野　

貴
嗣

119119　

藤
野　

高
宏

　

藤
野　

高
宏

120120　

森　

千
早
都

　

森　

千
早
都

121121　

伊
藤　

貴
彦

　

伊
藤　

貴
彦

121121　

荻
野　

晃
輔

　

荻
野　

晃
輔

122122　

苦
竹　

紗
代

　

苦
竹　

紗
代

127127　

苦
竹
ま
ど
か

　

苦
竹
ま
ど
か

128128　

丸
尾　

良
樹

　

丸
尾　

良
樹

大
阪
府
支
部
経
由

三
千
円

6868　

石
田　

福
雄

　

石
田　

福
雄

7575　

豊
田　

克
之

　

豊
田　

克
之

8787　

阪
井　

正
明

　

阪
井　

正
明

9494　

石
田　

吉
之

　

石
田　

吉
之

9696　

薄
井　

健
史

　

薄
井　

健
史

102102　

園　
　

博
年

　

園　
　

博
年

117117　

阪
井　

孝
光

　

阪
井　

孝
光

◆　◆　

◆

六
千
円

6767　

伊
藤　

善
啓

　

伊
藤　

善
啓

7373　

中
田　

文
子

　

中
田　

文
子

8484　

増
子　

克
紀

　

増
子　

克
紀

9696　

濱
田　

哲
也

　

濱
田　

哲
也

9797　

真
下
真
佐
江

　

真
下
真
佐
江

三
千
円

推　

緒
方　

春
樹

推　

緒
方　

春
樹

推　

田
中　

裕
巳

推　

田
中　

裕
巳

推　

村
越　

美
里

推　

村
越　

美
里

5353　

雲
丹
亀
五
郎

　

雲
丹
亀
五
郎

5555　

外
間　

宏
光

　

外
間　

宏
光

5757　

宮
川
悌
二
郎

　

宮
川
悌
二
郎

5858　

澁
澤　

美
惠

　

澁
澤　

美
惠

5959　

土
方　

貞
治

　

土
方　

貞
治

6363　

西
田　

安
宏

　

西
田　

安
宏

6464　

曽
野　

良
夫

　

曽
野　

良
夫

6464　

早
川　

義
雄

　

早
川　

義
雄

6464　

松
尾　

健
二

　

松
尾　

健
二

6464　

山
田　

幸
教

　

山
田　

幸
教

6565　

小
野　

孝
良

　

小
野　

孝
良

6565　

加
藤　
　

譲

　

加
藤　
　

譲

6565　

篠
崎　

健
次

　

篠
崎　

健
次

6565　

松
本　

猛
彦

　

松
本　

猛
彦

6666　

金
子　

鶴
松

　

金
子　

鶴
松

6666　

小
島　

瓔
禮

　

小
島　

瓔
禮

6666　

福
田　

順
郎

　

福
田　

順
郎

6666　

水
野　
　

一

　

水
野　
　

一

6666　

柳
川　

啓
介

　

柳
川　

啓
介

6666　

山
元　

敦
美

　

山
元　

敦
美

6767　

新
見　

隆
司

　

新
見　

隆
司

6767　

飯
田　

三
郎

　

飯
田　

三
郎

6767　

池
野　

恒
弘

　

池
野　

恒
弘

6767　

上
野　

貞
尚

　

上
野　

貞
尚

6767　

小
野　

幸
男

　

小
野　

幸
男

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6767　

小
島　

葉
子

　

小
島　

葉
子

6767　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

6868　

稲
田　

瑞
穂

　

稲
田　

瑞
穂

6868　

遠
藤　

悟
朗

　

遠
藤　

悟
朗

6868　

加
賀
谷
俊
雄

　

加
賀
谷
俊
雄

6868　

河
野　

忠
雄

　

河
野　

忠
雄

6868　

工
藤　

時
男

　

工
藤　

時
男

6868　

提
箸　

克
之

　

提
箸　

克
之

6868　

瀧
澤　

吉
興

　

瀧
澤　

吉
興

6868　

田
邊　
　

捷

　

田
邊　
　

捷

6868　

千
葉　

六
男

　

千
葉　

六
男

6868　

古
屋　

茂
信

　

古
屋　

茂
信

6868　

渡
辺　

茂
彦

　

渡
辺　

茂
彦

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

6969　

宇
佐　

公
興

　

宇
佐　

公
興

6969　

海
野　
　

修

　

海
野　
　

修

6969　
久
保
田
タ
ケ
子

久
保
田
タ
ケ
子

6969　

下
山　

凱
以

　

下
山　

凱
以

6969　

多
久　

鉄
也

　

多
久　

鉄
也

6969　

真
野　

孝
夫

　

真
野　

孝
夫

6969　

八
巻　

正
彦

　

八
巻　

正
彦

7070　

石
井　

丈
夫

　

石
井　

丈
夫

7070　

神
谷　

教
子

　

神
谷　

教
子

7070　

川
端　
　

寛

　

川
端　
　

寛

7070　

神
田　

輝
美

　

神
田　

輝
美

7070　

桑
原　

恒
明

　

桑
原　

恒
明

7070　

坂
本　

和
弘

　

坂
本　

和
弘

7070　

鈴
木　

利
昌

　

鈴
木　

利
昌

7070　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7070　

松
下　

宮
子

　

松
下　

宮
子

7171　

青
戸　

良
臣

　

青
戸　

良
臣

7171　

伊
藤　
　

喆

　

伊
藤　
　

喆

7171　

佐
々
木
啓
吾

　

佐
々
木
啓
吾

7171　

篠
塚　

孝
之

　

篠
塚　

孝
之

7171　

高
宮　

昌
子

　

高
宮　

昌
子

7171　

東
城　

達
彦

　

東
城　

達
彦

7171　

永
田　

忠
興

　

永
田　

忠
興

7171　

橋
田　

正
嗣

　

橋
田　

正
嗣

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7272　

跡
部　

忠
久

　

跡
部　

忠
久

7272　

石
井　

房
子

　

石
井　

房
子

7272　

太
田　

吉
昭

　

太
田　

吉
昭

7272　

小
野
田
敦
子

　

小
野
田
敦
子

7272　

川
口　

千
秋

　

川
口　

千
秋

7272　

田
村　

正
宏

　

田
村　

正
宏

7272　

寺
嶋　

正
男

　

寺
嶋　

正
男

7272　

福
岡　

時
子

　

福
岡　

時
子

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

石
倉　

辰
子

　

石
倉　

辰
子

7373　

岩
崎　
　

肇

　

岩
崎　
　

肇

7373　

植
田　

邦
靖

　

植
田　

邦
靖

7373　

大
久
保
晴
雄

　

大
久
保
晴
雄

7373　

岡
本　
　

紘

　

岡
本　
　

紘

7373　

小
口　

佳
祐

　

小
口　

佳
祐

7373　

島
田　

武
夫

　

島
田　

武
夫

7373　

永
田　
　

武

　

永
田　
　

武

7373　

中
村　

八
朗

　

中
村　

八
朗

7373　

野
上　

安
雄

　

野
上　

安
雄

7373　

白
田　

有
良

　

白
田　

有
良

7373　

吉
成　

直
樹

　

吉
成　

直
樹

7474　

安
藤　
　

弘

　

安
藤　
　

弘

7474　

石
井　

征
次

　

石
井　

征
次

7474　

宇
佐
美　

通

　

宇
佐
美　

通

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

坂
口　

　

坂
口　

𠮷
一
𠮷
一

7474　

澤
木　

英
治

　

澤
木　

英
治

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7474　

野
口　

和
茂

　

野
口　

和
茂

7474　

三
浦　

幸
雄

　

三
浦　

幸
雄

7575　

阿
部　

松
晃

　

阿
部　

松
晃

7575　

佐
野　

正
稔

　

佐
野　

正
稔

7575　

志
垣　

圭
一

　

志
垣　

圭
一

7575　

長
尾　

和
彦

　

長
尾　

和
彦

7676　

飯
田　

昭
弘

　

飯
田　

昭
弘

7676　

片
方　

瑞
夫

　

片
方　

瑞
夫

7676　

木
村　
　

忍

　

木
村　
　

忍

7676　

久
保
田
房
子

　

久
保
田
房
子

7676　

権
田　

正
明

　

権
田　

正
明

7676　

佐
々
木
久
子

　

佐
々
木
久
子

7676　

副
島　

昌
俊

　

副
島　

昌
俊

7676　

瀧
澤　

征
男

　

瀧
澤　

征
男

7676　

永
井　

宏
一

　

永
井　

宏
一

7676　

久
富　

清
司

　

久
富　

清
司

7676　

古
泊　
　

宏

　

古
泊　
　

宏

7676　

紅
谷　

義
信

　

紅
谷　

義
信

7676　

村
上　

高
義

　

村
上　

高
義

7676　

渡
辺
と
も
子

　

渡
辺
と
も
子

7777　

石
山　

克
之

　

石
山　

克
之

7777　

印
藤
ひ
ろ
子

　

印
藤
ひ
ろ
子

7777　

菅
野　

俊
勝

　

菅
野　

俊
勝

7777　

菊
池　

正
三

　

菊
池　

正
三

7777　

黒
須　
　

豊

　

黒
須　
　

豊

7777　

田
中　

正
博

　

田
中　

正
博

7777　

西　
　

義
勝

　

西　
　

義
勝

7777　

西
野　
　

茂

　

西
野　
　

茂

7777　

平
井　

元
孝

　

平
井　

元
孝

7878　

伊
東　

大
介

　

伊
東　

大
介

7878　

稲
垣　

茂
行

　

稲
垣　

茂
行

7878　

太
田　

康
子

　

太
田　

康
子

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

7878　

尾
上　

清
英

　

尾
上　

清
英

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

北
村
喜
久
男

　

北
村
喜
久
男

7878　

黒
木　

治
夫

　

黒
木　

治
夫

7878　

小
宮
山
久
子

　

小
宮
山
久
子

7878　

清
水　

正
子

　

清
水　

正
子

7878　

澄
川　
　

篤

　

澄
川　
　

篤

7878　

平　
　

一
彦

　

平　
　

一
彦

7878　

高
木
雄
一
郎

　

高
木
雄
一
郎

7878　

田
中　

和
子

　

田
中　

和
子

7878　

濱
田　

辰
雄

　

濱
田　

辰
雄

7878　

正
岡　

慶
洋

　

正
岡　

慶
洋

7878　

谷
部　

忠
志

　

谷
部　

忠
志

7979　

板
宮　

成
悦

　

板
宮　

成
悦

7979　

一
田　

次
郎

　

一
田　

次
郎

7979　

小
方　

孝
次

　

小
方　

孝
次

7979　

菊
地
鐐
二
郎

　

菊
地
鐐
二
郎

7979　

銀
屋　

恒
夫

　

銀
屋　

恒
夫

7979　

田
口　
　

進

　

田
口　
　

進

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

保
坂　

竹
寿

　

保
坂　

竹
寿

7979　

松
井　

葵
之

　

松
井　

葵
之

7979　

宮
原　

幹
二

　

宮
原　

幹
二

7979　

森　

喜
久
雄

　

森　

喜
久
雄

7979　

山
根　

良
功

　

山
根　

良
功

8080　

青
山　

賢
治

　

青
山　

賢
治

8080　

石
川　

正
明

　

石
川　

正
明

8080　

伊
東
佐
和
子

　

伊
東
佐
和
子

8080　

笹
岡　

憲
泰

　

笹
岡　

憲
泰

8080　

神
保　

和
憲

　

神
保　

和
憲

8080　

間
中　

宣
夫

　

間
中　

宣
夫

8181　

伊
藤　
　

康

　

伊
藤　
　

康

8181　

宇
野　

恭
代

　

宇
野　

恭
代

8181　

川
村　

義
子

　

川
村　

義
子

8181　

斎
藤　

眞
一

　

斎
藤　

眞
一

8181　

西
塚　

克
明

　

西
塚　

克
明

8282　

大
貫　

克
己

　

大
貫　

克
己

8282　

杉
崎　

勝
代

　

杉
崎　

勝
代

8282　

林　
　

豊
蔵

　

林　
　

豊
蔵

8282　

堀
江　

孝
男

　

堀
江　

孝
男

8282　

村
山　

良
幸

　

村
山　

良
幸

8282　

吉
田　

和
子

　

吉
田　

和
子

8383　

青
木　
　

温

　

青
木　
　

温

8383　

小
口　

明
彦

　

小
口　

明
彦

8383　

加
藤　

範
俊

　

加
藤　

範
俊

8383　

小
池　

正
春

　

小
池　

正
春

8383　

志
賀　

美
恵

　

志
賀　

美
恵

8383　

島
野　

博
行

　

島
野　

博
行

8383　

中
西　

博
子

　

中
西　

博
子

8383　

西
山　

典
友

　

西
山　

典
友

8383　

平
沢　

孝
雄

　

平
沢　

孝
雄

8383　

三
田
美
佐
子

　

三
田
美
佐
子

8383　

南
澤　

茂
徳

　

南
澤　

茂
徳

8484　

伊
藤　

正
夫

　

伊
藤　

正
夫

8484　

今
林　

友
治

　

今
林　

友
治

8484　

岩
沢　

節
子

　

岩
沢　

節
子

8484　

薄
井　

和
男

　

薄
井　

和
男

8484　

薄
井　
　

睦

　

薄
井　
　

睦

8484　

藤
部
富
美
男

　

藤
部
富
美
男

8585　

石
田　

耕
一

　

石
田　

耕
一

8585　

上
野　

三
郎

　

上
野　

三
郎

8585　

岸
野　

弘
子

　

岸
野　

弘
子

8585　

佐
々
木
康
之

　

佐
々
木
康
之

8585　

志
賀　

広
文

　

志
賀　

広
文

8585　

泉
水　

久
夫

　

泉
水　

久
夫

8585　

平
田　

光
子

　

平
田　

光
子

8585　

伯
耆
原
敏
男

　

伯
耆
原
敏
男

8585　

松
山　

善
之

　

松
山　

善
之

8686　

安
藤　
　

仁

　

安
藤　
　

仁

8686　

小
浦　

孝
夫

　

小
浦　

孝
夫

8686　

小
山
内
一
與

　

小
山
内
一
與

8686　

北　
　

典
行

　

北　
　

典
行

8686　

倉
橋
真
起
子

　

倉
橋
真
起
子

8686　

小
谷　

宗
昌

　

小
谷　

宗
昌

8686　

佐
々
木
憲
康

　

佐
々
木
憲
康

8686　

那
須
川
達
也

　

那
須
川
達
也

8686　

西
脇　

道
夫

　

西
脇　

道
夫

8686　

福
田　

弘
和

　

福
田　

弘
和

8686　

山
田　

祐
輔

　

山
田　

祐
輔

8787　

小
川　

信
雄

　

小
川　

信
雄

8787　

小
林　

親
雄

　

小
林　

親
雄

8787　

高
野　

正
興

　

高
野　

正
興

8787　

高
橋　

浩
介

　

高
橋　

浩
介

8787　

中
野　

修
二

　

中
野　

修
二

8787　

野
澤　

一
彦

　

野
澤　

一
彦

8787　

橋
本　
　

修

　

橋
本　
　

修

8787　

松
沢　

郁
雄

　

松
沢　

郁
雄

8787　

矢
萩　

昌
明

　

矢
萩　

昌
明

8787　

横
山　

博
之

　

横
山　

博
之

8888　

遠
藤　

靖
宏

　

遠
藤　

靖
宏

8888　

小
河　

美
弘

　

小
河　

美
弘

8888　

狩
野　

信
治

　

狩
野　

信
治

8888　

菊
地　

広
幸

　

菊
地　

広
幸

8888　
小
宮
山
美
智
江

小
宮
山
美
智
江

8888　

佐
々
門
啓
祐

　

佐
々
門
啓
祐

8888　

佐
々
木
壽
徳

　

佐
々
木
壽
徳

8888　

柄
野　

哲
也

　

柄
野　

哲
也

8888　

原
澤　

政
次

　

原
澤　

政
次

8888　

堀
口　

武
夫

　

堀
口　

武
夫

8989　

新
井　
　

彰

　

新
井　
　

彰

8989　

石
井
あ
ゆ
み

　

石
井
あ
ゆ
み

8989　

石
井　

章
一

　

石
井　

章
一

8989　

大
矢
根　

亨

　

大
矢
根　

亨

8989　

白
瀬　

久
聖

　

白
瀬　

久
聖

8989　

渚　
　

恵
子

　

渚　
　

恵
子

8989　

平
川　

信
一

　

平
川　

信
一

8989　

福
田　

哲
史

　

福
田　

哲
史

9090　

菊
池　

健
治

　

菊
池　

健
治

9090　

佐
々
木
英
治

　

佐
々
木
英
治

9090　

高
野
橋　

弘

　

高
野
橋　

弘

9090　

細
原　

朝
子

　

細
原　

朝
子

9090　

和
田　

聖
明

　

和
田　

聖
明

9191　

伊
藤　

達
欧

　

伊
藤　

達
欧

9191　

横
山　

和
郎

　

横
山　

和
郎

9292　

石
神　

治
男

　

石
神　

治
男

9292　

生
方　

圭
子

　

生
方　

圭
子

9292　

近
藤
富
美
男

　

近
藤
富
美
男

9292　

齋
藤　

伸
一

　

齋
藤　

伸
一

9292　

柴
田　

正
孝

　

柴
田　

正
孝

9292　

諏
江　
　

賢

　

諏
江　
　

賢

9292　

鈴
木　
　

隆

　

鈴
木　
　

隆

9292　

土
屋
菜
穂
子

　

土
屋
菜
穂
子

9292　

富
沢　
　

浩

　

富
沢　
　

浩

9292　

八
田　

俊
之

　

八
田　

俊
之

9292　

伴　
　

卓
司

　

伴　
　

卓
司

9292　

武
藤　

充
孝

　

武
藤　

充
孝

9393　

赤
松　

裕
信

　

赤
松　

裕
信

9393　

川
代　

幸
浩

　

川
代　

幸
浩

9393　

小
玉　

綾
子

　

小
玉　

綾
子

9393　

白
坂　

桂
彦

　

白
坂　

桂
彦

9393　

高
野
橋
真
弓

　

高
野
橋
真
弓

9393　

竹
内　

麻
里

　

竹
内　

麻
里

9393　

藤
田　

美
宣

　

藤
田　

美
宣

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9494　

管
澤
久
美
子

　

管
澤
久
美
子

9494　

菊
池　

玲
子

　

菊
池　

玲
子

9494　

黒
澤　

由
雄

　

黒
澤　

由
雄

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9595　

大
塚　

皓
司

　

大
塚　

皓
司

9595　

上
泉
美
奈
子

　

上
泉
美
奈
子

9595　

藤
野　

久
信

　

藤
野　

久
信

9595　

藤
山　

宣
広

　

藤
山　

宣
広

9595　

力
丸　

健
治

　

力
丸　

健
治

9696　

川
津　

千
子

　

川
津　

千
子

9797　

嶋
津　

宣
史

　

嶋
津　

宣
史

9797　

高
島
由
紀
子

　

高
島
由
紀
子

9797　

中
山　

拓
弥

　

中
山　

拓
弥

9797　

原　
　

一
文

　

原　
　

一
文

9797　

深
澤　

和
晃

　

深
澤　

和
晃

9797　

水
野
万
紀
子

　

水
野
万
紀
子

9898　

旭　
　

正
晴

　

旭　
　

正
晴

9898　

宇
貫　

文
昭

　

宇
貫　

文
昭

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9898　

小
林　

正
和

　

小
林　

正
和

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

9898　

古
川　

宏
治

　

古
川　

宏
治

9898　

松
田　

勝
則

　

松
田　

勝
則

9898　

山
田
喜
代
司

　

山
田
喜
代
司

9898　

湯
浅　

信
子

　

湯
浅　

信
子

9898　

吉
田　

明
稔

　

吉
田　

明
稔

9999　

大
徳　

正
博

　

大
徳　

正
博

9999　

築
山　

陽
一

　

築
山　

陽
一

9999　

中
村　

克
子

　

中
村　

克
子

100100　

相
澤
千
代
子

　

相
澤
千
代
子

100100　

荒
川　

和
昭

　

荒
川　

和
昭

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

大
林　

正
嗣

　

大
林　

正
嗣

100100　

高
橋　

嘉
寛

　

高
橋　

嘉
寛

100100　

田
中　

光
吉

　

田
中　

光
吉

100100　

根
岸　

毅
宏

　

根
岸　

毅
宏

100100　

武
藤　

文
子

　

武
藤　

文
子

100100　

武
藤　

誠
司

　

武
藤　

誠
司

101101　

牛
草　

美
佳

　

牛
草　

美
佳

101101　

田
尾　

航
太

　

田
尾　

航
太

101101　

山
田
英
一
郎

　

山
田
英
一
郎

102102　

新
田　

智
弘

　

新
田　

智
弘

103103　

綾
香　

寛
行

　

綾
香　

寛
行

103103　

遠
藤　

重
和

　

遠
藤　

重
和

103103　

白
石　

和
資

　

白
石　

和
資

103103　

山
名　
　

徹

　

山
名　
　

徹

104104　

板
橋　

一
茂

　

板
橋　

一
茂

104104　

高
坂
あ
ゆ
み

　

高
坂
あ
ゆ
み

104104　

安
田　

章
治

　

安
田　

章
治

105105　

加
藤　

慎
一

　

加
藤　

慎
一

105105　

田
之
上
克
忠

　

田
之
上
克
忠

107107　

猪
俣　

健
一

　

猪
俣　

健
一

107107　

岡
田　
　

誠

　

岡
田　
　

誠

107107　

篠
田　

隆
文

　

篠
田　

隆
文

107107　

藤
尾　

正
彦

　

藤
尾　

正
彦

107107　

山
田
裕
貴
子

　

山
田
裕
貴
子

107107　

山
本　
　

歩

　

山
本　
　

歩

108108　

鎌
田　

耕
作

　

鎌
田　

耕
作

108108　

益
本　

博
之

　

益
本　

博
之

109109　

岩
本　

沙
織

　

岩
本　

沙
織

109109　

剱
持　

幸
紀

　

剱
持　

幸
紀

109109　

中
村　
　

郁

　

中
村　
　

郁

109109　

久
富　

貴
文

　

久
富　

貴
文

109109　

三
浦　
　

智

　

三
浦　
　

智

110110　

池
田　

順
一

　

池
田　

順
一

110110　

川
野
辺
和
雄

　

川
野
辺
和
雄

110110　

高
原　

一
樹

　

高
原　

一
樹

112112　

相
澤
佐
千
子

　

相
澤
佐
千
子

112112　

川
久
保
貴
司

　

川
久
保
貴
司

112112　

近
藤　

行
成

　

近
藤　

行
成

112112　

竹
内　

信
二

　

竹
内　

信
二

113113　

伊
藤　

和
広

　

伊
藤　

和
広

113113　

友
保　

佑
子

　

友
保　

佑
子

113113　

畠
山
大
二
郎

　

畠
山
大
二
郎

113113　

林　
　

祐
二

　

林　
　

祐
二

114114　

宮
﨑　

真
一

　

宮
﨑　

真
一

114114　

山
崎
翔
一
朗

　

山
崎
翔
一
朗

115115　

貝
沼　

雄
太

　

貝
沼　

雄
太

115115　

黒
川　

彰
吾

　

黒
川　

彰
吾

116116　

西
山　

宜
友

　

西
山　

宜
友

117117　

荻
原　
　

卓

　

荻
原　
　

卓

120120　

森　

千
早
都

　

森　

千
早
都

123123　

田
中　

宏
幸

　

田
中　

宏
幸

128128　

篠
笥　

公
隆

　

篠
笥　

公
隆

二
千
円

7575　

平
山　

清
美

　

平
山　

清
美

宮
城
県
支
部
経
由

二
万
円

7171　

大
條　

修
也

　

大
條　

修
也

大
阪
府
支
部
経
由 

二
万
円

7474　

岩
本　

敏
子

　

岩
本　

敏
子

◆　◆　

◆

二
万
円

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

5858　

成
海　

正
弘

　

成
海　

正
弘

6666　

神
崎　

良
治

　

神
崎　

良
治

6767　

水
野　

磯
子

　

水
野　

磯
子

7171　

門
脇　

紀
文

　

門
脇　

紀
文

7272　

浅
野　

和
同

　

浅
野　

和
同

7373　

二
宮　

和
彦

　

二
宮　

和
彦

7474　

岡
宮　

安
恵

　

岡
宮　

安
恵

7474　

小
林　
　

赫

　

小
林　
　

赫

7676　

柴
田　

直
儀

　

柴
田　

直
儀

7676　

山
岡　

清
司

　

山
岡　

清
司

7878　

岡
田　

幹
雄

　

岡
田　

幹
雄

7878　

河
東
み
ど
り

　

河
東
み
ど
り

7878　

東
四
柳
史
明

　

東
四
柳
史
明

7878　

山
本　

佳
子

　

山
本　

佳
子

8080　

木
田　
　

薫

　

木
田　
　

薫

8080　

佐
藤　
　

修

　

佐
藤　
　

修

8080　

林　
　

和
博

　

林　
　

和
博

8181　

斎
藤　

孝
男

　

斎
藤　

孝
男

8181　

斉
藤
由
美
子

　

斉
藤
由
美
子

8181　

立
松　
　

彰

　

立
松　
　

彰

8181　

田
村　

光
男

　

田
村　

光
男

8282　

首
藤　

和
好

　

首
藤　

和
好

8282　

田
邊　

竹
雄

　

田
邊　

竹
雄

8282　

花
井　

節
子

　

花
井　

節
子

8282　

吉
田　

利
男

　

吉
田　

利
男

8383　

細
矢　

タ
エ

　

細
矢　

タ
エ

8383　

山
本　

泰
照

　

山
本　

泰
照

8484　

大
音　

嘉
之

　

大
音　

嘉
之

8484　

金
野
夫
佐
男

　

金
野
夫
佐
男

8484　

高
野　

晴
美

　

高
野　

晴
美

8585　

斎
藤　

昌
之

　

斎
藤　

昌
之

8585　

坂
下　

総
枝

　

坂
下　

総
枝

8686　

倉
沢　

和
子

　

倉
沢　

和
子

8686　

前
川　

義
隆

　

前
川　

義
隆

8787　

原　
　

秀
文

　

原　
　

秀
文

8888　

大
坪　

俊
一

　

大
坪　

俊
一

8888　

小
野　

淳
一

　

小
野　

淳
一

8989　

清
水　

謙
嗣

　

清
水　

謙
嗣

8989　

鈴
木　

哲
夫

　

鈴
木　

哲
夫

9191　

浅
野　

純
子

　

浅
野　

純
子

9191　

池
澤　

直
実

　

池
澤　

直
実

9191　

井
上　

貴
彦

　

井
上　

貴
彦

9191　

小
松　

治
己

　

小
松　

治
己

9191　

下
山
寿
美
代

　

下
山
寿
美
代

9292　

山
内　

博
之

　

山
内　

博
之

9393　

小
室　

茂
雄

　

小
室　

茂
雄

9393　

渡
澤　
　

浩

　

渡
澤　
　

浩

9494　

土
橋　

亜
美

　

土
橋　

亜
美

9494　

野
村　

富
之

　

野
村　

富
之

9595　

熊
井　
　

弘

　

熊
井　
　

弘

9595　

田
中　

晴
子

田
中　

晴
子

9595　

細
谷　

博
司

　

細
谷　

博
司

9696　

関　

真
理
子

　

関　

真
理
子

9797　

宮
西　

雄
司

　

宮
西　

雄
司

9898　

建
部　
　

崇

　

建
部　
　

崇

9898　

古
川　

宏
治

　

古
川　

宏
治

9999　

川
島
美
奈
子

　

川
島
美
奈
子

9999　

肥
沼　

靖
久

　

肥
沼　

靖
久

9999　

須
山　

修
司

　

須
山　

修
司

9999　

中
島　

昌
秋

　

中
島　

昌
秋

101101　

原
田
万
左
江

原
田
万
左
江

101101　

宮
内　

敦
子

　

宮
内　

敦
子

103103　

関
本　
　

崇

　

関
本　
　

崇

105105　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

106106　

関
本
真
己
子

　

関
本
真
己
子

106106　

武
田　
　

環

　

武
田　
　

環

108108　

小
山
田　

穣

　

小
山
田　

穣

110110　

石
川　

雅
章

　

石
川　

雅
章

112112　

栗
田
慎
之
介

　

栗
田
慎
之
介

113113　

岡
部　

京
子

　

岡
部　

京
子

114114　

小
林　
　

充

　

小
林　
　

充

117117　

上
野　

朝
代

　

上
野　

朝
代

117117　

新
川　

靖
子

　

新
川　

靖
子

117117　

田
川　

竜
也

　

田
川　

竜
也

120120　

朽
見　

行
雄

　

朽
見　

行
雄

128128　

村
上　

美
樹

　

村
上　

美
樹

9191　

井
上　

貴
彦

　

井
上　

貴
彦

9191　

東
海
林
孝
一

　

東
海
林
孝
一

9191　

高
見　

浩
一

　

高
見　

浩
一

9494　

野
村　

富
之

野
村　

富
之

9494　

鷲
雄　

芳
晴

　

鷲
雄　

芳
晴

9595　

宇
梶　

良
昭

　

宇
梶　

良
昭

9595　

熊
井　
　

弘

　

熊
井　
　

弘

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

9595　

田
中　

晴
子

　

田
中　

晴
子

9595　

湯
谷　

昌
生

　

湯
谷　

昌
生

9696　

石
川　

正
典

　

石
川　

正
典

9696　

大
西　

直
明

　

大
西　

直
明

9797　

石
和　
　

大

　

石
和　
　

大

9797　

石
井　

啓
隆

石
井　

啓
隆

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

9898　

相
川　

直
輝

　

相
川　

直
輝

9898　

旭　
　

正
晴

　

旭　
　

正
晴

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9898　

古
川　

宏
治

　

古
川　

宏
治

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

9999　

須
山　

修
司

　

須
山　

修
司

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

田
中　

光
吉

　

田
中　

光
吉

103103　

安
道　

里
巳

　

安
道　

里
巳

103103　

蒲
田　

直
樹

　

蒲
田　

直
樹

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

105105　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

105105　

小
野
瀬
泰
弘

　

小
野
瀬
泰
弘

109109　

丹
治　

有
智

　

丹
治　

有
智

109109　

中
村　
　

郁

　

中
村　
　

郁

112112　

松
田　

憲
資

　

松
田　

憲
資

114114　

小
林　
　

充

　

小
林　
　

充

114114　

佐
藤　

永
周

　

佐
藤　

永
周

115115　

姉
川　

光
国

　

姉
川　

光
国

115115　

坂
上　

眞
弥

　

坂
上　

眞
弥

117117　

上
野　

朝
代

　

上
野　

朝
代

117117　

田
川　

竜
也

　

田
川　

竜
也

117117　

谷
山　

文
哉

　

谷
山　

文
哉

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

126126　

大
木
田
真
一

　

大
木
田
真
一

126126　

戸
川　

も
も

　

戸
川　

も
も

127127　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

六
千
円

7373　

山
本　

行
徳

　

山
本　

行
徳

二
千
円

6666　

小
島　

瓔
禮

　

小
島　

瓔
禮

6767　

小
島　

葉
子

　

小
島　

葉
子

千
百
六
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8888　

田
辺　

泰
典

　

田
辺　

泰
典

8888　

千
葉　

健
司

　

千
葉　

健
司

8888　

本
木　

義
人

　

本
木　

義
人

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

9090　

吉
田　
　

隆

　

吉
田　
　

隆

9191　

井
上　

貴
彦

　

井
上　

貴
彦

9191　

松
本　

博
幸

　

松
本　

博
幸

9393　

牛
久
保
浩
之

　

牛
久
保
浩
之

9393　

小
室　

茂
雄

　

小
室　

茂
雄

9393　

早
川　

正
義

　

早
川　

正
義

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9595　

宇
梶　

良
昭

　

宇
梶　

良
昭

9595　

熊
井　
　

弘

　

熊
井　
　

弘

9696　

川
津　

千
子

　

川
津　

千
子

9696　

古
俣　
　

恵

　

古
俣　
　

恵

9898　

相
川　

直
輝

　

相
川　

直
輝

9898　

旭　
　

正
晴

　

旭　
　

正
晴

9898　

宇
貫　

文
昭

　

宇
貫　

文
昭

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

木
村　

康
作

　

木
村　

康
作

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

101101　

原
田
万
左
江

　

原
田
万
左
江

103103　

長
田　

由
夏

　

長
田　

由
夏

104104　

大
野　

宗
胤

　

大
野　

宗
胤

104104　

和
智　

恵
一

和
智　

恵
一

107107　

田
村　
　

博

　

田
村　
　

博

112112　

近
藤　

行
成

　

近
藤　

行
成

114114　

佐
藤　

永
周

　

佐
藤　

永
周

114114　

山
崎
翔
一
朗

　

山
崎
翔
一
朗

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

119119　

篠
田　

健
朗

　

篠
田　

健
朗

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

123123　

中
西　
　

涼

　

中
西　
　

涼

124124　

石
川　

真
由

　

石
川　

真
由

125125　

高
橋　

直
人

　

高
橋　

直
人

125125　

宮　

大
治
郎

　

宮　

大
治
郎

128128　

永
谷　

武
之

　

永
谷　

武
之

128128　

星
加　

紗
奈

　

星
加　

紗
奈

三
千
円

7272　

本
田　
　

昇

　

本
田　
　

昇

7878　

土
屋　
　

宏

　

土
屋　
　

宏

7979　

平
田
美
都
子

　

平
田
美
都
子

8282　

首
藤　

和
好

　

首
藤　

和
好

106106　

武
田　
　

環

　

武
田　
　

環

二
千
円

6969　
久
保
田
タ
ケ
子

久
保
田
タ
ケ
子

7676　

片
方　

瑞
夫

　

片
方　

瑞
夫

7676　

瀧
澤　

征
男

　

瀧
澤　

征
男

8484　

今
林　

友
治

　

今
林　

友
治

8585　

泉
水　

久
夫

　

泉
水　

久
夫

9898　

吉
田　
　

豊

　

吉
田　
　

豊

103103　

重
富　

栄
樹

　

重
富　

栄
樹

110110　

高
原　

一
樹

　

高
原　

一
樹

113113　

林　
　

祐
二

　

林　
　

祐
二

千
円

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

五
万
円

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

一
万
円

7979　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

9090　

中
里　

陽
一

　

中
里　

陽
一

三
千
円

7979　

三
間　

貢
次

　

三
間　

貢
次

十
万
円

　
　

神
宮
院
友
会

　
　

神
宮
院
友
会

8282　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

五
万
円

7575　

田
中　

孝
顕

　

田
中　

孝
顕

7676　

工
藤　

昂
二

　

工
藤　

昂
二

8181　

坂
本
眞
佐
人

　

坂
本
眞
佐
人

三
万
円

7878　

田
中　

節
男

　

田
中　

節
男

8080　

小
林　
　

操

　

小
林　
　

操

二
万
円

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

6868　

渡
辺　

茂
彦

　

渡
辺　

茂
彦

7070　

友
枝　

昭
世

友
枝　

昭
世

7171　

登
坂　

睦
江

　

登
坂　

睦
江

7373　

荒
木　

瓔
子

　

荒
木　

瓔
子

7474　

坂
口　

　

坂
口　

𠮷
一
𠮷
一

8686　

前
川　

義
隆

　

前
川　

義
隆

9999　

中
島　

昌
秋

　

中
島　

昌
秋

102102　

川
上　
　

洋

　

川
上　
　

洋

112112　

勝
又　
　

啓

　

勝
又　
　

啓

一
万
円

5555　

外
間　

宏
光

　

外
間　

宏
光

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6363　

松
尾　
　

英

　

松
尾　
　

英

6464　

田
中　

美
代

　

田
中　

美
代

6464　

松
本　
　

儔

　

松
本　
　

儔

6565　

水
口　
　

巧

　

水
口　
　

巧

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6666　

藤
田　

秀
雄

　

藤
田　

秀
雄

6767　

浅
賀　

敏
男

　

浅
賀　

敏
男

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6767　

水
野　

磯
子

水
野　

磯
子

6868　

井
上　

洋
三

　

井
上　

洋
三

6868　

千
葉　

博
男

　

千
葉　

博
男

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

7070　

武
智　
　

傑

　

武
智　
　

傑

7171　

高
宮　

昌
子

　

高
宮　

昌
子

7171　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7171　

水
口　

忠
宏

　

水
口　

忠
宏

7272　

杉
本　

光
祥

　

杉
本　

光
祥

7272　

寺
嶋　

正
男

　

寺
嶋　

正
男

7272　

吉
田　

定
宏

　

吉
田　

定
宏

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7373　

中
村　

八
朗

　

中
村　

八
朗

7373　

二
宮　

和
彦

　

二
宮　

和
彦

7373　

若
村　

勝
昭

　

若
村　

勝
昭

7474　

荒
木　

真
幸

　

荒
木　

真
幸

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

小
口　

雅
彦

　

小
口　

雅
彦

7474　

神
津　

秀
章

　

神
津　

秀
章

7474　

小
松
崎
文
夫

　

小
松
崎
文
夫

7474　

瀬
村　

浩
璽

　

瀬
村　

浩
璽

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7474　

中
馬　

規
昌

　

中
馬　

規
昌

7575　

熊
沢　

昭
司

　

熊
沢　

昭
司

7575　

峯
岸　

和
永

　

峯
岸　

和
永

7575　

山
内　
　

卓

　

山
内　
　

卓

7676　

相
澤　

勝
寿

　

相
澤　

勝
寿

7676　

一
柳　
　

勇

一
柳　
　

勇

7676　

長
谷
川
劉
二

　

長
谷
川
劉
二

7676　

山
岡　

清
司

　

山
岡　

清
司

7777　

大
塚　

信
男

　

大
塚　

信
男

7777　

西
野　
　

茂

　

西
野　
　

茂

7777　

真
取　

正
典

　

真
取　

正
典

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

7878　

香
取　

邦
彦

　

香
取　

邦
彦

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

河
東
み
ど
り

　

河
東
み
ど
り

7878　

東
條　

正
信

　

東
條　

正
信

7878　

中
丸　

一
輝

　

中
丸　

一
輝

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

7979　

間
山　

良
子

　

間
山　

良
子

8080　

石
原　

征
明

　

石
原　

征
明

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8080　

桜
井　
　

篤

　

桜
井　
　

篤

8080　

林　
　

和
博

　

林　
　

和
博

8181　

小
野　

貴
嗣

　

小
野　

貴
嗣

8181　

東
谷　

公
子

　

東
谷　

公
子

8181　

保
坂　
　

悟

　

保
坂　
　

悟

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8383　

江
見　

祥
生

　

江
見　

祥
生

8383　

森　
　
　

融

　

森　
　
　

融

8484　

木
下　
　

智

　

木
下　
　

智

8484　

横
田　

松
重

　

横
田　

松
重

8585　

岸
野　

弘
子

　

岸
野　

弘
子

8585　

斎
藤　

昌
之

　

斎
藤　

昌
之

8787　

鈴
木　

錦
治

　

鈴
木　

錦
治

8787　

平
賀　
　

修

　

平
賀　
　

修

8888　

石
山　
　

巖

　

石
山　
　

巖

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8888　

堀
口　

武
夫

　

堀
口　

武
夫

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

8989　

清
水　

謙
嗣

　

清
水　

謙
嗣

9090　

金
剛
丸
静
子

　

金
剛
丸
静
子

9090　

中
里　

陽
一

　

中
里　

陽
一

9090　

武
藤　

郁
人

　

武
藤　

郁
人

二
十
万
円

7070　

木
村　

知
躬

　

木
村　

知
躬

十
万
円 

7373　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

七
万
円

7373　

二
宮　

和
彦

　

二
宮　

和
彦

三
万
円

112112　

勝
又　
　

啓

　

勝
又　
　

啓

二
万
円

　
　

徳
島
県
支
部

　
　

徳
島
県
支
部

6767　

飯
田　

三
郎

　

飯
田　

三
郎

7171　

米
山　

安
一

　

米
山　

安
一

7575　

巫
部
倭
文
彦

　

巫
部
倭
文
彦

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8585　

斎
藤　

昌
之

　

斎
藤　

昌
之

一
万
五
千
円

8181　

坂
本
眞
佐
人

　

坂
本
眞
佐
人

8484　

木
下　
　

智

　

木
下　
　

智

一
万
円

　
　

秋
田
県
支
部

　
　

秋
田
県
支
部

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6363　

松
尾　
　

英

　

松
尾　
　

英

6565　

水
口　
　

巧

　

水
口　
　

巧

6666　

水
岡
と
し
子

　

水
岡
と
し
子

6868　

渡
辺　

茂
彦

　

渡
辺　

茂
彦

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7272　

小
野
田
敦
子

　

小
野
田
敦
子

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

小
松
崎
文
夫

　

小
松
崎
文
夫

7474　

瀬
村　

浩
璽

　

瀬
村　

浩
璽

7676　

相
澤　

勝
寿

　

相
澤　

勝
寿

7676　

山
岡　

清
司

　

山
岡　

清
司

7777　

影
山　

和
夫

　

影
山　

和
夫

7777　

黒
須　
　

豊

　

黒
須　
　

豊

7777　

西
野　
　

茂

　

西
野　
　

茂

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

8181　

東
谷　

公
子

　

東
谷　

公
子

8282　

相
良　

浩
文

　

相
良　

浩
文

8282　

花
井　

節
子

　

花
井　

節
子

8383　

江
見　

祥
生

　

江
見　

祥
生

8383　

込
宮　

久
夫

　

込
宮　

久
夫

8585　

志
賀　

広
文

　

志
賀　

広
文

8585　

平
野
佐
太
郎

　

平
野
佐
太
郎

8787　

鈴
木　

錦
治

　

鈴
木　

錦
治

8787　

平
賀　
　

修

　

平
賀　
　

修

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8989　

式
田　

英
一

　

式
田　

英
一

9090　

金
剛
丸
静
子

　

金
剛
丸
静
子

9191　

下
山
寿
美
代

　

下
山
寿
美
代

9191　

野
田　

和
之

　

野
田　

和
之

9292　

小
林　

俊
之

　

小
林　

俊
之

9292　

塚
原　

裕
子

　

塚
原　

裕
子

9393　

丸
田　

陽
子

　

丸
田　

陽
子

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

9595　

湯
谷　

昌
生

　

湯
谷　

昌
生

9696　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

9999　

中
島　

昌
秋

　

中
島　

昌
秋

103103　

安
道　

里
巳

　

安
道　

里
巳

105105　

小
野
瀬
泰
弘

　

小
野
瀬
泰
弘

110110　

石
川　

雅
章

　

石
川　

雅
章

115115　

姉
川　

光
国

　

姉
川　

光
国

123123　

坂
岸　

直
基

　

坂
岸　

直
基

123123　

高
橋
沙
耶
佳

　

高
橋
沙
耶
佳

126126　

戸
川　

も
も

　

戸
川　

も
も

127127　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

七
千
円

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

7676　

古
泊　
　

宏

　

古
泊　
　

宏

7878　

澄
川　
　

篤

　

澄
川　
　

篤

7979　

森　

喜
久
雄

　

森　

喜
久
雄

8888　

佐
々
門
啓
祐

　

佐
々
門
啓
祐

五
千
円

6464　

松
本　
　

儔

　

松
本　
　

儔

6666　

田
村　

哲
男

　

田
村　

哲
男

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6767　

浅
賀　

敏
男

　

浅
賀　

敏
男

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6767　

水
野　

磯
子

　

水
野　

磯
子

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

6969　

川
村　

卓
生

　

川
村　

卓
生

6969　

小
谷　
　

優

　

小
谷　
　

優

6969　

鈴
木　

寿
子

　

鈴
木　

寿
子

7070　

武
智　
　

傑

　

武
智　
　

傑

7070　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7070　

茂
木　

豊
幸

　

茂
木　

豊
幸

7171　

伊
藤　
　

喆

　

伊
藤　
　

喆

7272　

鳥
海　

哲
郎

　

鳥
海　

哲
郎

7272　

吉
田　

定
宏

　

吉
田　

定
宏

7373　

永
田　
　

武

　

永
田　
　

武

7474　

和
田　

邦
光

　

和
田　

邦
光

7575　

栗
原　
　

彰

　

栗
原　
　

彰

7676　

紅
谷　

義
信

　

紅
谷　

義
信

7777　

佐
佐
木
秀
哉

　

佐
佐
木
秀
哉

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

7878　

岡
田　

幹
雄

　

岡
田　

幹
雄

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

亀
井　

英
子

　

亀
井　

英
子

7878　

南
波　

幸
雄

　

南
波　

幸
雄

7878　

平
田　

清
士

　

平
田　

清
士

7979　

諏
佐　

一
夫

　

諏
佐　

一
夫

7979　

保
坂　

竹
寿

　

保
坂　

竹
寿

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8080　

橋
本　

幸
典

　

橋
本　

幸
典

8080　

馬
藤　

克
己

　

馬
藤　

克
己

8080　

林　
　

和
博

　

林　
　

和
博

8080　

古
屋　
　

眞

　

古
屋　
　

眞

8080　

吉
井　

宣
明

吉
井　

宣
明

8181　

加
藤　
　

繁

　

加
藤　
　

繁

8181　

斎
藤　

眞
一

　

斎
藤　

眞
一

8181　

古
谷　

誠
司

　

古
谷　

誠
司

8181　

宮
坂　

皆
雄

　

宮
坂　

皆
雄

8282　

武
田　

敦
隆

　

武
田　

敦
隆

8383　

笈
川
三
枝
子

　

笈
川
三
枝
子

8383　

沢
畑
明
比
古

　

沢
畑
明
比
古

8383　

細
矢　

タ
エ

　

細
矢　

タ
エ

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8484　

佐
々
木
比
都

　

佐
々
木
比
都

8484　

笹
本　
　

猛

　

笹
本　
　

猛

8585　

岸
野　

弘
子

　

岸
野　

弘
子

8585　

八
木　

栄
治

　

八
木　

栄
治

8686　

小
浦　

孝
夫

　

小
浦　

孝
夫

8888　

鈴
木　

明
子

　

鈴
木　

明
子

　

名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

（
敬
称
略
）

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
二
年
六
月
一
日
〜

令
和
三
年
一
月
三
十
一
日

納
入
分
ま
で
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「会費について」

皆さまからお納めいただく『会費』・『寄付金』により、
本会は事業を行っております。ご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

　本会の会費制度についてご説明いたします。（ホーム
ページ【URL https://www.kokugakuin.or.jp】の『会
費・寄付金のお願い』の欄でも説明しています。併せて
ご覧ください）
　本会の会費は『年度会費』と『十年会費』の２種類です。
①年度会費･･･年度ごとに会費3,000円を納入
②十年会費･･･ 年度会費の10年分を一括で納入、金額

は20,000円です
　本会の財政安定化を図るため、平成８年の理事会にお
いて寄付行為を変更し、従来の「終身会費」制を廃止し
ました。院友会員数の増加及び社会情勢を踏まえてのこ
とです。
　何とぞご理解、ご協力をいただきますようお願い申し
上げます。
　既に「終身会費」として納入された方には、納入から
10年を経過した時より、会報送付時に依頼状（会費納

入ご協力のお願い）を同封させていただいております。
99期以降に学部をご卒業の方には、卒業時に代理徴収

（終身会費または十年会費）させていただいております。
　令和２年度分の会費については、今から10年前の
119期にご卒業をされた方、またはそれ以前のご卒業
の方で会費未納の方には、『ご協力をお願いいたしま
す』（白色）が同封されます。同封の依頼状が『維持寄
付金、学術・スポーツ振興資金をお願いいたします』
（水色）から『ご協力をお願いいたします』に変わった
時が、『十年会費』の有効期限の終了時となります。
　上記の会費の他に、寄付金制度がございます。『維持
寄付金』と『学術・スポーツ振興資金』の2種類です。
こちらのほうにもご協力をお願いいたします。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いたしま
す。是非みなさま方のご協力をたまわりますようお願い
申し上げます。

■ 会費等入金累計表 ■
Ｒ2・4/1～R2・5/31 Ｒ2・6/1～R3・1/31 合計

金額（円） 口数（件） 金額（円） 口数（件） 金額（円） 口数（件）
年 度 会 費 1,620,000 540 1,826,000 609 3,446,000 1,149 
十 年 会 費 1,820,000 91 1,580,000 79 3,400,000 170 
維持寄付金 1,053,580 99 1,841,160 143 2,894,740 242 
基本財産寄付金 0 0 73,000 4 73,000 4 

お
知
ら
せ

　

卒
業
生
名
簿
の
シ
ス
テ
ム
変
更

　

卒
業
生
名
簿
の
シ
ス
テ
ム
変
更

に
よ
り
、
個
人
番
号
が
変
更
に
な

に
よ
り
、
個
人
番
号
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
従
前
は
、
３
桁
＋
６

り
ま
し
た
。
従
前
は
、
３
桁
＋
６

桁
＋
４
桁
の
３
節
に
分
か
れ
て
い

桁
＋
４
桁
の
３
節
に
分
か
れ
て
い

た
番
号
が
、

た
番
号
が
、
1010
桁
の
番
号
に
な
り

桁
の
番
号
に
な
り

ま
し
た
。
封
筒
の
氏
名
の
右
下
に

ま
し
た
。
封
筒
の
氏
名
の
右
下
に

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
氏
名
に
関
し
ま
し
て
、常
用

　

ま
た
氏
名
に
関
し
ま
し
て
、常
用

漢
字
以
外
の
旧
漢
字
・
異
字
体
に
つ

漢
字
以
外
の
旧
漢
字
・
異
字
体
に
つ

き
ま
し
て
は
、シ
ス
テ
ム
の
都
合

き
ま
し
て
は
、シ
ス
テ
ム
の
都
合

上
、常
用
漢
字
に
て
登
録
さ
せ
て
い

上
、常
用
漢
字
に
て
登
録
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈

十

年

会

費

〉
〈
維
持
寄
付
金
〉

〈
基
本
財
産
寄
付
金
〉

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

▼
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
か

▼
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
か

ら
編
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
ご
卒
業
お
め

ら
編
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
短
大
で
学
ん
だ

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
短
大
で
学
ん
だ

二
年
間
、
編
入
後
に
大
学
で
学
ん
だ
二

二
年
間
、
編
入
後
に
大
学
で
学
ん
だ
二

年
間
は
、
皆
さ
ん
の
大
き
な
糧
に
な
る

年
間
は
、
皆
さ
ん
の
大
き
な
糧
に
な
る

で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
社
会
に

で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
社
会
に

船
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
若
さ

船
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
若
さ

と
知
恵
と
勇
気
を
も
っ
て
、
前
進
し
て

と
知
恵
と
勇
気
を
も
っ
て
、
前
進
し
て

く
だ
さ
い
。
新
天
地
で
の
活
躍
を
祈
っ

く
だ
さ
い
。
新
天
地
で
の
活
躍
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

守
屋
大
紀
（
111
外
文
／
北
海
道
／
國

學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部　

学
生

支
援
課
職
員
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
大
き
な
制
約
の
元
で
大

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
大
き
な
制
約
の
元
で
大

学
生
活
の
終
盤
を
過
ご
さ
れ
た
事
と
存

学
生
活
の
終
盤
を
過
ご
さ
れ
た
事
と
存

じ
ま
す
が
、
大
学
と
は
主
体
的
に
利
用

じ
ま
す
が
、
大
学
と
は
主
体
的
に
利
用

し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
機
関
で
す
。

し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
機
関
で
す
。

ぜ
ひ
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
自
分
な
り

ぜ
ひ
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
自
分
な
り

の
國
學
院
と
の
関
わ
り
方
を
模
索
し

の
國
學
院
と
の
関
わ
り
方
を
模
索
し

て
、
個
性
を
磨
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。

て
、
個
性
を
磨
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

大
平
直
也
（
96
法
／
千
葉
県
／
元
気

座
）

▼
こ
う
い
う
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
周

▼
こ
う
い
う
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
周

囲
の
賢
し
ら
だ
っ
た
雑
音
に
惑
わ
さ
れ

囲
の
賢
し
ら
だ
っ
た
雑
音
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
本
学
の
「
建
学
の
精

る
こ
と
な
く
、
本
学
の
「
建
学
の
精

神
」
に
則
り
「
本
を
立
つ
る
こ
と
」
に

神
」
に
則
り
「
本
を
立
つ
る
こ
と
」
に

尽
瘁
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

尽
瘁
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
必
ず
や
展
望
は
開
け
て
く
る
も
の

す
。
必
ず
や
展
望
は
開
け
て
く
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

近
藤　

篤
（
82
文
・
85
修
文
／
愛
知

県
／
元
愛
知
県
立
名
古
屋
西
高
等
学
校

校
長
）

▼
時
代
の
変
化
が
一
層
激
し
く
な
る
こ

▼
時
代
の
変
化
が
一
層
激
し
く
な
る
こ

の
時
代
に
、
社
会
に
出
て
、
新
た
な
挑

の
時
代
に
、
社
会
に
出
て
、
新
た
な
挑

戦
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
は
、
自
分
次

戦
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
は
、
自
分
次

第
で
と
て
も
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
環
境
に

第
で
と
て
も
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
環
境
に

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
國
學
の
精
神

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
國
學
の
精
神

を
忘
れ
ず
、
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ

を
忘
れ
ず
、
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ

い
。
い
。

　

寺
田
裕
史
（
110
法
／
東
京
都
／
ボ
ク

シ
ン
グ
部
O
B
会　

会
長
）

　

…
他
、
沢
山
の
エ
ー
ル
、
あ
り
が
と

　

…
他
、
沢
山
の
エ
ー
ル
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ

が
ん
ば
れ
!!!!
新
院
友

新
院
友

　お寄せ頂いた会費・寄付金等につきましては、平成17年　お寄せ頂いた会費・寄付金等につきましては、平成17年
４月より個人情報保護法が施行されておりますが、金額・４月より個人情報保護法が施行されておりますが、金額・
卒期・氏名に限って公表させて頂きました。卒期・氏名に限って公表させて頂きました。
　何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。　何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。

堀 江 久 教
森 　 伸 一

同 増　田　久美子

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！



國學院大學博物館だより

裏
打
ち
さ
れ
て
読
み
取
り
に

裏
打
ち
さ
れ
て
読
み
取
り
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。本
史

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。本
史

料
は
、本
学
に
収
ま
る
前
に

料
は
、本
学
に
収
ま
る
前
に

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
宮

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
宮

内
庁
書
陵
部
に
よ
り
影
写
本

内
庁
書
陵
部
に
よ
り
影
写
本

が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。本

が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。本

学
の
史
料
は
そ
の
影
写
本
の

学
の
史
料
は
そ
の
影
写
本
の

原
本
に
あ
た
り
ま
す
。

原
本
に
あ
た
り
ま
す
。

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
部
図
書
館
事
務
課
・
記

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

学
術
部
門

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
「
学
術

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
「
学
術

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」

（
学
術
部
門　

デ
ジ
タ
ル
ラ

（
学
術
部
門　

デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に

つ
き
ま
し
て
、
大
変
お
世
話

つ
き
ま
し
て
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
一
点
に
「
土
御
門
家
記

の
一
点
に
「
土
御
門
家
記

録
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

録
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

朝
廷
に
代
々
陰
陽
頭
・
天
文

朝
廷
に
代
々
陰
陽
頭
・
天
文

博
士
と
し
て
仕
え
た
土
御
門

博
士
と
し
て
仕
え
た
土
御
門

　

Ｂ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｇ　

〜
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
〜

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い

つ
も
多
大
な
る
ご
声
援
及
び

つ
も
多
大
な
る
ご
声
援
及
び

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

新
春
一
月
二
日
、
三
日
に

　

新
春
一
月
二
日
、
三
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
第

行
わ
れ
ま
し
た
第
9797
回
東
京

回
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、

う
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、

沿
道
で
の
声
援
は
規
制
さ
れ

沿
道
で
の
声
援
は
規
制
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
テ
レ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
テ
レ

ビ
の
前
で
の
温
か
い
ご
声
援

ビ
の
前
で
の
温
か
い
ご
声
援

が
チ
ー
ム
の
後
押
し
と
な
り

が
チ
ー
ム
の
後
押
し
と
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　

結
果
は
、
総
合
９
位
（
往

結
果
は
、
総
合
９
位
（
往

路
９
位
、
復
路
６
位
／
復
路

路
９
位
、
復
路
６
位
／
復
路

國
學
院
新
記
録
）
で
大
学
初

國
學
院
新
記
録
）
で
大
学
初

の
三
年
連
続
シ
ー
ド
権
を
獲

の
三
年
連
続
シ
ー
ド
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、

た
。し
か
し
、総
合
３
位
を
目

総
合
３
位
を
目

指
し
て
一
年
間
取
り
組
ん
で

指
し
て
一
年
間
取
り
組
ん
で

き
た
分
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ

き
た
分
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ

共
々
こ
の
結
果
に
満
足
は
し

共
々
こ
の
結
果
に
満
足
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、こ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、こ

の
よ
う
な
結
果
に
満
足
す
る

の
よ
う
な
結
果
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
悔
し
い
と
思
え

こ
と
な
く
、
悔
し
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
っ

る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
チ
ー

た
こ
と
は
チ
ー

ム
と
し
て
成
長

ム
と
し
て
成
長

で
き
て
い
る
こ

で
き
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま

と
だ
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

現
在
は
、
昨

　

現
在
は
、
昨

年
度
か
ら
引
き

年
度
か
ら
引
き

続
き
木
付
琳

続
き
木
付
琳

（
経
３
年
）
主

（
経
３
年
）
主

将
の
も
と
『
Ｂ
ｅ

将
の
も
と
『
Ｂ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｒ

ｏ
ｎ
ｇ
〜
新
た
な
時
代
の
幕

ｏ
ｎ
ｇ
〜
新
た
な
時
代
の
幕

開
け
〜
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

開
け
〜
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
、『
箱
根
駅
伝
総
合
優

ン
、『
箱
根
駅
伝
総
合
優

勝
』
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

勝
』
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
、
ま
だ
ま
だ

す
。
今
年
度
も
、
ま
だ
ま
だ

先
が
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す

先
が
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す

が
、
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

が
、
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
信
じ
、
こ
れ
ま
で
に
見

と
を
信
じ
、
こ
れ
ま
で
に
見

つ
か
っ
た
課
題
を
練
習
や
生

つ
か
っ
た
課
題
を
練
習
や
生

活
の
中
に
落
と
し
込
み
な
が

活
の
中
に
落
と
し
込
み
な
が

ら
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ら
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

　

新
年
度
も
ご
支
援
、
ご
声

　

新
年
度
も
ご
支
援
、
ご
声

援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

 

監
督　

前
田
康
弘
・
記

家
旧
蔵
の
、
室
町
中
期
か
ら

家
旧
蔵
の
、
室
町
中
期
か
ら

江
戸
初
期
に
か
け
て
起
こ
っ

江
戸
初
期
に
か
け
て
起
こ
っ

た
「
天
変
地
異
」
に
関
し
、

た
「
天
変
地
異
」
に
関
し
、

朝
廷
や
幕
府
に
提
出
し
た

朝
廷
や
幕
府
に
提
出
し
た

「
勘
文
類
」（
専
門
家
が
、
先

「
勘
文
類
」（
専
門
家
が
、
先

例
故
実
を
調
べ
、
日
時
・
方

例
故
実
を
調
べ
、
日
時
・
方

角
な
ど
を
占
っ
て
、
そ
れ
に

角
な
ど
を
占
っ
て
、
そ
れ
に

基
づ
く
自
分
の
判
断
・
意
見

基
づ
く
自
分
の
判
断
・
意
見

を
書
き
記
し
て
、
朝
廷
等
に

を
書
き
記
し
て
、
朝
廷
等
に

奉
っ
た
文
）の
写
し
と
、嘉
永

奉
っ
た
文
）の
写
し
と
、嘉
永

６
年
６
年（
１
８
５
３

１
８
５
３
）、）、安
政
５

安
政
５

年
（
１
８
５
８
）
に
出
現
し

年
（
１
８
５
８
）
に
出
現
し

た
彗
星
に
関
す
る「
彗
星
一

た
彗
星
に
関
す
る「
彗
星
一

件
」が
あ
り
ま
す
。（
未
掲
載

件
」が
あ
り
ま
す
。（
未
掲
載

の
も
の
に
「
京
都
梅
小
路
土

の
も
の
に
「
京
都
梅
小
路
土

御
門
家
旧
邸
宅
図
」・「
土
御

御
門
家
旧
邸
宅
図
」・「
土
御

門
家
蔵
書
目
録
」

門
家
蔵
書
目
録
」･「
星
学
局

「
星
学
局

人
名
録
」
が
あ
り
ま
す
）

人
名
録
」
が
あ
り
ま
す
）

　
「
勘
文
類
」は
全
９
冊
。う

「
勘
文
類
」は
全
９
冊
。う

ち「
勘
文
」

ち「
勘
文
」は
７
冊

は
７
冊（『
家
秘
要

（『
家
秘
要

録 

天
変
地
妖
之
勘
草
』（
永

天
変
地
妖
之
勘
草
』（
永

享
５
年
〜
応
仁
２
年
・
文
安

享
５
年
〜
応
仁
２
年
・
文
安

元
年
〜
宝
徳
２
年
・
長
享
２

元
年
〜
宝
徳
２
年
・
長
享
２

年
〜
永
正
９
年
・
明
応
８
年

年
〜
永
正
９
年
・
明
応
８
年

〜
天
正

〜
天
正
1212
年
・
弘
治
２
年
〜

年
・
弘
治
２
年
〜

永
禄
２
年
・
永
禄
４
年
〜
天

永
禄
２
年
・
永
禄
４
年
〜
天

正
1919
年
・
天
正

年
・
天
正
1313
年
〜
慶
長

年
〜
慶
長

1313
年
）、そ
の
他
に『
家
秘
要

年
）、そ
の
他
に『
家
秘
要

抄
』、『
家
道
要
録
』が
あ
り
ま

抄
』、『
家
道
要
録
』が
あ
り
ま

す
。「
勘
文
」の
多
く
は
、地
震

す
。「
勘
文
」の
多
く
は
、地
震

や
天
文
に
関
す
る
も
の
で

や
天
文
に
関
す
る
も
の
で

す
。ま
た『
家
秘
要
録

す
。ま
た『
家
秘
要
録 

天
変
天
変

地
妖
之
勘
草
』７
冊
に
は
ほ

地
妖
之
勘
草
』７
冊
に
は
ほ

ぼ
全
般
に
わ
た
っ
て
紙
背
文

ぼ
全
般
に
わ
た
っ
て
紙
背
文

書
が
存
在
し
ま
す
。現
在
は
、

書
が
存
在
し
ま
す
。現
在
は
、
硬式野球部　新入生一覧

ポジション 氏　名 出身校
投 手 坂口　翔颯 報徳学園
投 手 長谷川　秀 健大高崎
投 手 松村　智昌 平塚学園
投 手 岡崎　黎人 石岡第一
投 手 堀　　晃大 八幡商業
投 手 柳館　憲吾 日大三
投 手 小林　優吾 常総学院
投 手 新名　凌馬 大分舞鶴
投 手 シャピロ・　　

マシュー・一郎 國學院栃木
投 手 山本　陽介 海老名
捕 手 神里　　陸 東海大相模
捕 手 室木　太陽 金沢商業
内 野 手 田中　大貴 観音寺第一
内 野 手 仲村　光陽 尽誠学園
内 野 手 伊東　光亮 大阪桐蔭
内 野 手 橋本　修生 健大高崎
内 野 手 土山　翔生 岡山理大付
内 野 手 神山　陽登 國學院栃木
内 野 手 高澤　孝介 國學院栃木
外 野 手 馬庭　大器 都城商業
外 野 手 高木　和真 札幌第一
外 野 手 冨田　進悟 横浜
マネージャー 渡邊　智也 國學院
マネージャー 中村　大心 星稜
マネージャー 原田　夏希 中京大中京

陸上競技部　新入生一覧
№ 氏　名 出身校
１ 青木　洸生 青森山田（青森）
２ 板垣　俊佑 東京農大二（群馬）
３ 奥山　颯斗 埼玉栄（埼玉）
４ 佐藤　快成 埼玉栄（埼玉）
５ 椎木　幹太 市立船橋（千葉）
６ 田邊　優太 藤沢翔陵（神奈川）
７ 鶴　　元太 八千代松陰（千葉）
８ 中川　雄太 秋田工業（秋田）
９ 沼井　優斗 國學院久我山（東京）
10 原　　秀寿 新居浜東（愛媛）
11 平林　清澄 美方（福井）
12 三潟　憲人 藤枝明誠（静岡）
13 本山凛太朗 鎮西学院（長崎）
14 山本　歩夢 自由ヶ丘（福岡）
15 吉田　　鍾 鳴門（徳島）

基
準
に
し
て
お
り
ま
す
。

基
準
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

未
曾
有
の
事
態
だ
か
ら
こ

　

未
曾
有
の
事
態
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
ず
に
立

そ
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
ず
に
立

ち
向
か
え
ば
成
長
し
強
さ
を

ち
向
か
え
ば
成
長
し
強
さ
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
課
題
を

す
。
一
人
ひ
と
り
が
課
題
を

レ
ポ
ー
ト
に
書
き
出
し
個
人

レ
ポ
ー
ト
に
書
き
出
し
個
人

強
化
に
つ
な
げ
、「
ど
う
し

強
化
に
つ
な
げ
、「
ど
う
し

た
ら
成
長
で
き
る
の
か
？
」

た
ら
成
長
で
き
る
の
か
？
」

「
そ
の
た
め
に
ど
う
す
る
の

「
そ
の
た
め
に
ど
う
す
る
の

か
？
」
そ
れ
を
自
問
自
答
さ

か
？
」
そ
れ
を
自
問
自
答
さ

せ
、
グ
ル
ー
プ
で
は
デ
ィ
ス

せ
、
グ
ル
ー
プ
で
は
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
し
つ

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
し
つ

こ
い
く
ら
い
に
何
度
も
掘
り

こ
い
く
ら
い
に
何
度
も
掘
り

下
げ
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
４

下
げ
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
４

年
生
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

年
生
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
「
ど
う
し
た
ら
優
勝
で
き

れ
「
ど
う
し
た
ら
優
勝
で
き

る
の
か
」
の
答
を
自
分
た
ち

る
の
か
」
の
答
を
自
分
た
ち

で
導
き
出
し
、
チ
ー
ム
全
体

で
導
き
出
し
、
チ
ー
ム
全
体

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
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の
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の
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を
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し
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っ
た
中
で
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し
た
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た
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る
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え
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つ
め
、
一
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ひ
と
り
の
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体

つ
め
、
一
人
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と
り
の
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体

性
と
目
的
意
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を
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底
し
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性
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意
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底
し
て

強
化
し
て
ま
い
り
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し
た
。

強
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ま
い
り
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し
た
。

そ
の
プ
ロ
セ
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を
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練

そ
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練

習
の
質
、
プ
レ
ー
の
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習
の
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格

段
に
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い
る
と
自
負

段
に
上
が
っ
て
い
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
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て
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り
ま
す
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春
の
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ー
グ
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春
の
リ
ー
グ
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成
長

し
た
姿
を
お
見
せ
で
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ま
す

し
た
姿
を
お
見
せ
で
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ま
す

よ
う
、
更
な
る
精
進
を
し
て

よ
う
、
更
な
る
精
進
を
し
て

参
り
ま
す
。

参
り
ま
す
。

　

優
勝
を
つ
か
み
取
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た
い

　

優
勝
を
つ
か
み
取
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

と
思
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
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興

資
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の
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支
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て
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ね
て
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の
制

限
が
あ
る
中
、安
全
対
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、感

限
が
あ
る
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全
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策
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染
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染
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昨
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の
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秋
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新
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と
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に
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粛
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と
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強
化
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参
り
ま
し
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安
全
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参
り
ま
し
た
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安
全
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と
い
う
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確
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と
強
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い
う
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す
る
事
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追
い
求
め
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る
事
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追
い
求
め
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こ
と
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非
常
に
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し

る
こ
と
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し
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を
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じ
、
緊
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が

さ
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じ
、
緊
張
感
が

無
く
な
る
時
は
ひ
と
時

無
く
な
る
時
は
ひ
と
時

も
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い
ま
せ
ん
が
、

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
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、

来
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き
春
季
リ
ー

来
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べ
き
春
季
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ー
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向
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向
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て
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き
る
の
か

し
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で
き
る
の
か
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」
を
熟
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動
し

？
」
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熟
考
し
行
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し

な
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も
「
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ら
な
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な
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ら
も
「
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な
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気
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も
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要
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気
」
も
重
要
な
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断
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３
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岡
選
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主
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性
と
目
的
意
識

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も

温
か
い
ご
支
援
、
ご
声
援
あ

温
か
い
ご
支
援
、
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

陸上競技部　令和３年度予定

４月
桃の里マラソン 山梨県笛吹市
焼津マラソン 静岡県焼津市
日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場

５月
関東インカレ 未定
日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場

６月
全日本大学駅伝予選会 未定
日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場

７月
ホクレンディスタンスチャレンジ 北海道
新入生歓迎会 未定

８月
夏季全体合宿 未定
夏季選抜合宿 未定

９月
夏季選抜合宿 未定
日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場

10月
出雲駅伝 島根県出雲市
日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場

11月

秋季選抜合宿 未定
全日本大学駅伝 熱田神宮～伊勢神宮
上尾シティマラソン 埼玉県上尾市
日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場
甲佐10マイルロードレース 熊本県甲佐町

12月 日本体育大学長距離競技会 日本体育大学健志台陸上競技場

令和４年
１月

２日（日）第98回箱根駅伝（往路） 大手町～芦ノ湖
３日（月）第98回箱根駅伝（復路） 芦ノ湖～大手町
都道府県対抗駅伝 広島県
しぶやニュー駅伝 東京都渋谷区
奥むさし駅伝 埼玉県飯能市

２月

神奈川マラソン 神奈川県横浜市
丸亀ハーフ 香川県丸亀市
冬季合宿 未定
千葉クロカン 千葉
福岡クロカン 福岡

３月 立川ハーフ 東京都立川市

志
を
高
く
し
て　
　
　
　

　
　

「
結
果
」
を
出
す

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
本
年
度

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
本
年
度

も
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

も
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

金
に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
、

金
に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
々
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま

年
々
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
学
生
の
頑
張
り
が
結

す
が
、
学
生
の
頑
張
り
が
結

果
と
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な

果
と
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な

柔道部　新入生一覧
№ 氏　名 出身校 階級 学科
1 松本　匡平 木更津総合（千葉） 90 法律
2 阿久津友春 木更津総合（千葉） 81 法律
3 岩下　幹人 習志野（千葉） 81 健康体育
4 藤岡　歩武 常磐（群馬） 73 健康体育
5 中村　俊太 中京（岐阜） 81 健康体育
6 羽田野啓太 四日市中央工業（三重） 66 健康体育
7 大塚　遥人 津幡（石川） 90 神道文化
8 黒木　敬太 延岡学園（大分） 100超 日本文学
9 井桁　拓海 木更津総合（千葉） 66 経済
10 小川　彪我 足立学園（東京） 81 経営

っ
て
き
ま
し
た
。

っ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
軒
並
み
大
会

　

コ
ロ
ナ
禍
で
軒
並
み
大
会

が
延
期
や
中
止
と
な
っ
て
い

が
延
期
や
中
止
と
な
っ
て
い

る
中
、
昨
年
は
唯
一
講
道
館

る
中
、
昨
年
は
唯
一
講
道
館

杯
の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

杯
の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
一
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年
初
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勝
し

結
果
は
、
一
昨
年
初
優
勝
し

た
相
田
勇
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（
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律
３
年
）

た
相
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勇
司
（
法
律
３
年
）

が
、
二
連
覇
を
か
け
て

が
、
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連
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け
て

Ｏ
Ｂ
の
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阪
泰
恒
（

Ｏ
Ｂ
の
藤
阪
泰
恒
（
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健
体
）
と
決
勝
戦
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戦

健
体
）
と
決
勝
戦
を
戦

い
、
敗
れ
て
し
ま
い
ま

い
、
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
三
位
に
入
っ

し
た
が
、
三
位
に
入
っ

た
武
岡
毅
（
日
文
３

た
武
岡
毅
（
日
文
３

年
）
と
合
わ
せ
て
國
學

年
）
と
合
わ
せ
て
國
學
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大
學
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初
と
な
る
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彰
台
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占
を
果
た
し
ま

彰
台
独
占
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果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
は
、

し
た
。
こ
の
結
果
は
、

決
し
て
現
場
や
学
生
だ

決
し
て
現
場
や
学
生
だ

け
の
力
だ
と
思
っ
て
お

け
の
力
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
日
頃
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ら

り
ま
せ
ん
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日
頃
か
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強
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会
の
事
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思
い

強
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を
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え
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の
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援
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え
、
数
々
の
支
援
や

コ
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対
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応
、
学
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安
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学
生
の
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一
に
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え
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っ
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一
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え
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く
だ
さ
る
大
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く
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る
大
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そ
し

て
ま
た
、
我
々
強
化
部

て
ま
た
、
我
々
強
化
部

会
に
力
を
注
い
で
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に
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友
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今
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も
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く
持

っ
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新
入
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新
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が
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の
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を
叩
き
ま
し
た
。

の
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を
叩
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
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で
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な
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學
院
大
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と
な
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、
立
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な
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人
と
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り
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な
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よ
う
、
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う
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と
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い
と

期
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し
全
力
で
指
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て
い

期
待
し
全
力
で
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。
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度
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新
年
度
も
院
友
の
皆
さ
ま

に
勇
気
と
希
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届
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ら
れ

に
勇
気
と
希
望
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
務
め
ま
す
の
で
ご
声

る
よ
う
務
め
ま
す
の
で
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声

援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

援
の
程
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い
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し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
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柔道部　令和３年度大会・合宿予定表
月 日 大会・合宿名 会　場
４ ３～４ 全日本選抜体重別選手権大会

（武岡・相田） 福岡国際センター
５ 23～24 東京学生柔道優勝大会 講道館
６ 26～27 全日本学生柔道優勝大会（団体） 青山学院大学

７ 4 東京ジュニア大会 東京武道館
24～31 東京オリンピック柔道競技 日本武道館

８ 22 東京学生柔道体重別選手権大会 青山学院大学
9 11～12 全日本ジュニア体重別選手権大会 埼玉県立武道館（上尾市）

10 ２～３ 全日本学生柔道体重別選手権大会（個人） 日本武道館
16～17 全日本学生体重別団体優勝大会 ベイコム総合体育館（尼崎市）

11 ６～７ 講道館杯全日本体重別選手権大会 千葉ポートアリーナ（千葉市）

12 ３～５ グランドスラム東京 東京体育館
未定 第３４回松尾三郎杯 たまプラーザキャンパス

関
東
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
で
4

位
に
入
賞
し
た
小
島
叶
愛
選
手

令
和
二
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦
の
一
コ
マ

令
和
二
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦
の
一
コ
マ

天変地妖記天変地妖記

ス
ポ
ー
ツ
部
門

硬
式
野
球
部

陸
上
競
技
部

柔
道
部

オンラインミュージアム

企画展「縄文早期の居家以人骨と岩陰遺跡」

博物館の展示をお家からも！　國學院大學博物館の展示をネット上で観覧で
きるオンラインミュージアムを開設しました。ご自宅に居ながら、常設展は
もちろん、企画展も展示内容を解説付きでお楽しみいただけます。

国内最古級の埋葬人骨20体が出土！うち６体を公開します。
　本学考古学研究室が平成26年から継続してきた群馬県居

い や い

家以岩陰遺跡の
発掘調査を報告！土器や獣骨と共に縄文時代早期の人骨を展示します。

会　　期：令和３年３月４日（木）～５月８日（土）
会　　場：國學院大學博物館　企画展示室
開 館 日：毎週水・木・金・土曜日
開館時間：12：00～17：00（最終入館は30分前）
お問合せ：03-5466-0359
※現在、新型コロナウィルス感染症予防対策のため短縮開館中

博
物
館
ホ
ー
ム

博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
左

ペ
ー
ジ
又
は
左

記
Q
R
コ
ー
ド

コ
ー
ド

か
ら
か
ら

図録や図録やミュージアムグッズは
ミュージアムグッズは郵送販売も郵送販売もしています！しています！

オンラインミュージアムでも展示解説をご覧いただけます

院 友 会 報新院友歓迎号 令和３年３月21日（日）　No.377 4

▶令和元年度末積立金残高（3月31日現在） 9,330,187円
▶R2・4/1～5/31（117件） 833,000円
▶R2・6/1～R3・1/31（173件） 1,559,797円
▶本年度贈呈分(学術部門　スポーツ部門） -3,100,000円

現　在　高　　　　　　8,622,984円
ご協力ありがとうございました

◆今後の支援にむけて、更なるご協力をお願いいたします。

学術・スポーツ振興資金累計表
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本
会
福
井
県
支
部

長
／
長
／
8787
神
２
）
令
和
二
年
八
月

神
２
）
令
和
二
年
八
月

三
十
一
日
逝
去
。

三
十
一
日
逝
去
。

是
則　

宗
興
氏
（
こ
れ
の
り
・

（
こ
れ
の
り
・

む
ね
お
き
＝
本
会
元
評
議
員
／

む
ね
お
き
＝
本
会
元
評
議
員
／

6666
文
）
令
和
二
年
十
二
月
二
十

文
）
令
和
二
年
十
二
月
二
十

八
日
逝
去
。

八
日
逝
去
。

宮
本　

守
也
氏
（
み
や
も
と
・

（
み
や
も
と
・

も
り
や
＝
本
会
元
評
議
員
／

も
り
や
＝
本
会
元
評
議
員
／
6868

史
）
令
和
二
年
十
二
月
二
十
一

史
）
令
和
二
年
十
二
月
二
十
一

日
逝
去
。

日
逝
去
。

中
地　

丈
夫
氏
（
な
か
ぢ
・
た

（
な
か
ぢ
・
た

け
お
＝
本
会
元
評
議
員
・
元
高

け
お
＝
本
会
元
評
議
員
・
元
高

知
県
支
部
長
／

知
県
支
部
長
／
7272
神
・
神
・
7474
修
神
修
神

・
7777
博
神
）
令
和
二
年
十
一
月

博
神
）
令
和
二
年
十
一
月

二
十
五
日
逝
去
。

二
十
五
日
逝
去
。

磯
貝　

洋
一
氏
（
い
そ
が
い
・

（
い
そ
が
い
・

よ
う
い
ち
＝
本
会
元
宮
城
県
支

よ
う
い
ち
＝
本
会
元
宮
城
県
支

部
長
／

部
長
／
6363
文
・
文
・
6464
神
専
）
令
和

神
専
）
令
和

二
年
八
月
二
十
一
日
逝
去
。

二
年
八
月
二
十
一
日
逝
去
。

傳
馬　

義
澄
氏
（
で
ん
ま
・
よ

（
で
ん
ま
・
よ

し
ず
み
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文

し
ず
み
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文

学
部
〕
／

学
部
〕
／
7171
文
・
文
・
7575
修
文
・

修
文
・
8080

博
文
）
令
和
二
年
四
月
十
一
日

博
文
）
令
和
二
年
四
月
十
一
日

逝
去
。

逝
去
。

澤
登　

俊
雄
氏
（
さ
わ
の
ぼ
り

（
さ
わ
の
ぼ
り

・
と
し
お
＝
母
校
名
誉
教
授

・
と
し
お
＝
母
校
名
誉
教
授

〔
法
学
部
〕
／
推
）
令
和
二
年

〔
法
学
部
〕
／
推
）
令
和
二
年

十
月
四
日
逝
去

十
月
四
日
逝
去

芦
田　

肇
氏
（
あ
し
だ
・
は
じ

（
あ
し
だ
・
は
じ

め
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文
学

め
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文
学

部
〕
令
和
二
年
十
二
月
二
十
四

部
〕
令
和
二
年
十
二
月
二
十
四

日
逝
去
。

日
逝
去
。

竹
内　

常
一
氏
（
た
け
う
ち
・

（
た
け
う
ち
・

つ
ね
か
ず
＝
母
校
名
誉
教
授

つ
ね
か
ず
＝
母
校
名
誉
教
授

〔
文
学
部
〕
／
推
）
令
和
二
年

〔
文
学
部
〕
／
推
）
令
和
二
年

九
月
一
日
逝
去
。

九
月
一
日
逝
去
。

花
輪　

莞
爾
氏
（
は
な
わ
・
か

（
は
な
わ
・
か

ん
じ
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文
学

ん
じ
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文
学

部
〕
／
推
）
令
和
二
年
五
月
三

部
〕
／
推
）
令
和
二
年
五
月
三

十
一
日
逝
去
。

十
一
日
逝
去
。

土
肥　

義
和
氏
（
ど
ひ
・
よ
し

（
ど
ひ
・
よ
し

か
ず
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文
学

か
ず
＝
母
校
名
誉
教
授
〔
文
学

部
〕）
令
和
二
年
三
月
十
四
日

部
〕）
令
和
二
年
三
月
十
四
日

逝
去
。

逝
去
。

遠
藤　

彰
郎
氏
（
え
ん
ど
う
・

（
え
ん
ど
う
・

あ
き
お
＝
母
校
元
経
済
学
部
教

あ
き
お
＝
母
校
元
経
済
学
部
教

授
）
令
和
二
年
九
月
二
十
五
日

授
）
令
和
二
年
九
月
二
十
五
日

逝
去
。

逝
去
。

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生

前
の
本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

前
の
本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。



　

今
、
一
歩
前
に

　

平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
さ

　

平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
さ

ま
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と

ま
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
声
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

ご
声
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
変
な
社
会
情
勢

　

昨
年
は
大
変
な
社
会
情
勢

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
を

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
を

は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
か
ら

は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
支
援
の
も
と
、
一
定
期

の
ご
支
援
の
も
と
、
一
定
期

間
を
除
き
、
継
続
し
て
活
動

間
を
除
き
、
継
続
し
て
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
ま
プ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
「
Ｓ
Ｓ

ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
「
Ｓ
Ｓ

３
」
へ
活
動
拠
点
が
移
転
と

３
」
へ
活
動
拠
点
が
移
転
と

な
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
環

な
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
環

境
で
練
習
さ
せ
て
い
た
だ
け

境
で
練
習
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼

の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
大
会
は
中
止
と
な

　

多
く
の
大
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
全
日
本
選
手

り
ま
し
た
が
、
全
日
本
選
手

権
や
全
日
本
学
生
選
抜
強
化

権
や
全
日
本
学
生
選
抜
強
化

大
会
、
関
東
学
生
選
手
権
と

大
会
、
関
東
学
生
選
手
権
と

い
っ
た
大
会
は
シ
ン
グ
ル
ス

い
っ
た
大
会
は
シ
ン
グ
ル
ス

に
限
定
し
て
開
催
さ
れ
、
関

に
限
定
し
て
開
催
さ
れ
、
関

東
学
生
卓
球
選
手
権
で
小
島

東
学
生
卓
球
選
手
権
で
小
島

叶
愛
（
初
教
３
年
）
が
ベ
ス

叶
愛
（
初
教
３
年
）
が
ベ
ス

ト
４
、
小
畑
美
菜
（
初
教
２

ト
４
、
小
畑
美
菜
（
初
教
２

年
）
が
ベ
ス
ト

年
）
が
ベ
ス
ト
1616
に
入
賞
、

に
入
賞
、

全
日
本
学
生
選
抜
強
化
大
会

全
日
本
学
生
選
抜
強
化
大
会

で
は
村
上
達
哉（

で
は
村
上
達
哉（
日
文
２
年

日
文
２
年
）

が
ベ
ス
ト

が
ベ
ス
ト
3232
ま
で
勝
ち
上
が

ま
で
勝
ち
上
が

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果

は
「
今
で
き
る
こ
と
を
し
っ

は
「
今
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
や
ろ
う
」
と
い
う
部
員

か
り
や
ろ
う
」
と
い
う
部
員

の
意
志
の
結
実
で
あ
り
、
地

の
意
志
の
結
実
で
あ
り
、
地

道
に
努
力
し
続
け
た
部
員
を

道
に
努
力
し
続
け
た
部
員
を

誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
面
、
大
会
開
催
に
は
厳

　

当
面
、
大
会
開
催
に
は
厳

し
い
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま

し
い
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
来
る
べ
き
日
に
備
え

す
が
、
来
る
べ
き
日
に
備
え

て
、
今
年
も
「
今
、
一
歩
前

て
、
今
年
も
「
今
、
一
歩
前

に
」の
姿
勢
を
失
わ
ず
、学
生

に
」の
姿
勢
を
失
わ
ず
、学
生

と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
を

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
何
卒

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
何
卒

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

監
督　

人
見　

剛（
102
経
）記

関
東
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
で

関
東
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
で
4

位
に
入
賞
し
た
小
島
叶
愛
選
手

位
に
入
賞
し
た
小
島
叶
愛
選
手

写真提供：ニッタクニュース写真提供：ニッタクニュース

ソフトテニス部　新入生一覧
氏　名  出身校 ポジション

寺本　　隼 能登（石川） 後衛
勝浦　颯人 和歌山北（和歌山） 後衛
岡田　凌旺 木更津総合（千葉） 後衛
黒須　柾暉 霞ヶ浦（茨城） 前衛
庄司　琴里 文化学園大学杉並（東京） 後衛
久保田　茜 文化学園大学杉並（東京） 後衛
内潟　侑杏 広島修道大ひろしま協創（広島） 後衛
原　　千晴 昭和学院（千葉） 前衛
田中　瑠奈 文化学園大学杉並（東京） 前衛

ソフトテニス部　令和３年度予定
月 日 大会名 会　場

4

4 関東オープン大会(男子 千葉県千葉市
11 関東オープン大会(女子) 埼玉県狭山市
〃 首都学生春季リーグ戦(男子) 國學院大學淵野辺Ｇ
18 関東オープン大会(男子勝ち残り) 東京都江戸川区谷河内
〃 首都学生春季リーグ戦(女子) 東京経済大学G

5

4・5 第9回アジア選手権日本代表予選 三重県四日市市
8・9 関東学生春季リーグ戦 千葉県白子町
10・11 関東学生ダブルス選手権大会 千葉県白子町
12 関東学生シングルス選手権大会 千葉県白子町
15・16 全日本シングルス選手権大会 京都府福知山市
29・30 関東選手権大会 埼玉県熊谷市

7

10・11 東日本大学対抗選手権大会 千葉県白子町
12・13 東日本学生ダブルス選手権大会 千葉県白子町
14 東日本学生シングルス選手権大会 千葉県白子町
17・18 東日本選手権大会（一般） 群馬県前橋市

8
7・8 全日本大学対抗選手権大会 石川県能都町・七尾市
9・10 全日本学生ダブルス選手権大会 石川県能都町・七尾市
10・11 全日本学生シングルス選手権大会 石川県能都町・七尾市

9
6・7 首都学生秋季リーグ戦 千葉県白子町
7・8 首都学生ダブルス選手権大会 千葉県白子町
18・19 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 広島県広島市

10
2・3 第76回国民体育大会三重国体 三重県鈴鹿市
8・9 関東学生秋季リーグ戦 千葉県白子町
22～24 第76回天皇杯・皇后杯 和歌山県和歌山市

11

10/31・1 関東学生新進大会 早大G、國大淵野辺Ｇ他
7・8 関東学生大学対抗戦 早大G、國大淵野辺Ｇ他
12・15 ジュニアジャパンカップ 宮崎県宮崎市
26～29 ジュニアジャパンカップ 宮崎県宮崎市

12 23・24 関東学生選抜インドア(室内)大会 埼玉県川口市

　

コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
て

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い

つ
も
多
大
な
ご
声
援
と
ご
支

つ
も
多
大
な
ご
声
援
と
ご
支

援
を
た
ま
わ
り
ま
し
て
、
心

援
を
た
ま
わ
り
ま
し
て
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
緊
急
事
態

イ
ル
ス
の
影
響
で
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
る
な
ど
未
曾

宣
言
が
出
さ
れ
る
な
ど
未
曾

有
の
事
態
と
な
り
、
厳
し
い

有
の
事
態
と
な
り
、
厳
し
い

制
約
と
自
粛

制
約
と
自
粛

の
一
年
で
し

の
一
年
で
し

た
。
通
常
の

た
。
通
常
の

大
会
が
軒
並

大
会
が
軒
並

み
中
止
と
な

み
中
止
と
な

る
中
、
男
子

る
中
、
男
子

は
秋
季
関
東

は
秋
季
関
東

リ
ー
グ
で
１

リ
ー
グ
で
１

部
：
第
３

部
：
第
３

位
、
秋
季
首

位
、
秋
季
首

都
リ
ー
グ
１

都
リ
ー
グ
１

部
：
優
勝
。

部
：
優
勝
。

女
子
は
秋
季

女
子
は
秋
季

関
東
リ
ー
グ

関
東
リ
ー
グ

２
部
：
第
４

２
部
：
第
４

位
、
秋
季
首

位
、
秋
季
首

都
リ
ー
グ
１
部
：
第
２
位
の

都
リ
ー
グ
１
部
：
第
２
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

暖
か
な
春
風
の
中
、
今
シ

　

暖
か
な
春
風
の
中
、
今
シ

ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
、
テ

ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
躍
動
す
る

ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
躍
動
す
る

学
生
達
の
姿
が
戻
っ
て
き
て

学
生
達
の
姿
が
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
昨
年
来
か
ら
の
新

い
ま
す
。
昨
年
来
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
を
取
り
つ

型
コ
ロ
ナ
対
策
を
取
り
つ

つ
、
三
年
度
の
目
標
を
「
男

つ
、
三
年
度
の
目
標
を
「
男

子
：
イ
ン
カ
レ
優
勝
」、「
女

子
：
イ
ン
カ
レ
優
勝
」、「
女

子
：
イ
ン
カ
レ
大
学
対
抗
ベ

子
：
イ
ン
カ
レ
大
学
対
抗
ベ

ス
ト
８
、
関
東
リ
ー
グ
１
部

ス
ト
８
、
関
東
リ
ー
グ
１
部

昇
格
」
と
し
ま
し
た
。
年
々

昇
格
」
と
し
ま
し
た
。
年
々

目
標
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま

目
標
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に

す
が
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
制
約
の
中
、

の
影
響
に
よ
る
制
約
の
中
、

限
ら
れ
た
環
境
の
下
で
精
神

限
ら
れ
た
環
境
の
下
で
精
神

力
、
技
術
力
を
し
っ
か
り
磨

力
、
技
術
力
を
し
っ
か
り
磨

き
、
勝
敗
を
決
す
る
厳
し
い

き
、
勝
敗
を
決
す
る
厳
し
い

局
面
で
臆
す
る
こ
と
が
な
い

局
面
で
臆
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
向
か

よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
向
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、引
き
続
き
ご

　

皆
さ
ま
に
は
、引
き
続
き
ご

声
援
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く

声
援
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

監
督　

小
杉　

誠（
86
法
）記

卓球部　新入生一覧
氏　名 出身校

安藤　壱紗 明豊高校（大分）
岡戸　俊道 遊学館高校（石川）
齋藤　幸祐 帝京安積高校（福島）
下川原侑希 埼玉栄高校（埼玉）
高澤　昇平 東山高校（京都）
中野　剛志 日大豊山高校（東京）
三宅　康介 香川西高校（香川）
渡辺　　凱 新潟産業大学附属高校（新潟）
渡辺　晧貴 千葉経済大学附属高校（千葉）
鯨津萌々子 進徳女子高校（広島）

卓球部　令和３年度予定
月 日 予　定

５
２～３ 新人戦（座間市）
13～15 リーグ戦【２部】（所沢市）
24 インカレ予選（世田谷区）

７ １～４ 全日本大学総合・団体（京都市）

８ 15～19 夏合宿（長野市）
18～29 ユニバーシアード（中国・成都）

９ ２～4 リーグ戦【１・２部】（所沢市）
７～８ リーグ戦【１部】（港区）

10 １～４ 国民体育大会（伊勢市）
28～31 全日本大学総合・個人（所沢市)

１ 24～30 全日本選手権（渋谷区）

「
昨
日
の
自
分
を
超
え
る　

　

挑
戦
」
の
集
大
成

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

頃
よ
り
多
大
な
る
ご
声
援
ご

頃
よ
り
多
大
な
る
ご
声
援
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支
援
を
た
ま
わ
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支
援
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た
ま
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ま
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厚
く
御
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申
し
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厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
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コ
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又
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の
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挑
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雪
の
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挑
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る
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に
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頂
い
た
こ
と
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指

に
許
可
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頂
い
た
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と
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指

導
者
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一
同
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よ
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感

導
者
・
部
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一
同
心
よ
り
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謝
申
し
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す
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謝
申
し
上
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は
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年
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間
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あ

る
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ご
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月
以

る
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ご
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六
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降
、
陸
上
ト
レ
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ニ
ン
グ
を

降
、
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ニ
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開
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秋
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闘
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始
。
秋
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自
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挑
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い
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挑
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４
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ー
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４
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た
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し
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っ
た
全
日
本
イ
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カ
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（
第

っ
た
全
日
本
イ
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カ
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（
第

9494
回
全
日
本
学
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ス
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選

回
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学
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ス
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手
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大
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、
同
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で
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手
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大
会
）
が
、
同
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ス
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ー
国
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中
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ス
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史
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。

来
の
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史
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わ
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わ
る
今
年
限
り
の

特
別
大
会
「
全
日
本
大
学
ス

特
別
大
会
「
全
日
本
大
学
ス

キ
ー
大
会
」
の
二
月
下
旬
開

キ
ー
大
会
」
の
二
月
下
旬
開

催
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催
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シ
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よ
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よ
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願
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願
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監
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神
谷　

武
（
102
法
）
記

スキー部　令和３年度予定
月 予　定

５月
春季雪上合宿
（アルペン・クロスカントリー・ジャンプ合同合宿）
新入生歓迎会

８月 夏合宿（白馬）７日間
９月 秋合宿（嬬恋、妙高）
10月 夏季インカレ（陸上競技種目）
11月 冬季合宿激励会・インカレ壮行会

～1月上旬 冬季合宿（ノルディック・北海道、アルペン・長野県）

12月末 全日本学生チャンピオン大会（ノルディック部門・北海道音威子府村）
令和４年

２月初旬～ 第２次冬季合宿（ノルディック・長野県、アルペン・東北）

２月上旬 全日本学生チャンピオン大会（アルペン部門・秋田県田沢湖、長野県菅平）
２月中旬 冬季国体
２月下旬 第95回全日本学生スキー選手権大会（秋田県鹿角市）

スキー部　新入生一覧
氏　名 出身校 種　目

鈴木　怜遠 蘭越高校（北海道） アルペン
富井　涼雅 飯山高校（長野） アルペン
園部　水優 日本工業大学駒場高校（東京） アルペン

篠﨑志おり 白馬高校（長野） クロス
カントリー

近藤みやび 関根学園高校（新潟） クロス
カントリー

竹節　未羽 中野立志舘高校（長野） クロス
カントリー

個人成績
区間 氏　名 学　年 タイム 区間順位 総合順位
1 藤木　宏太 神文３年 1:03’32” 12位 12位
2 中西　大翔 健体２年 1:09’14” 15位 15位
3 臼井　健太 健体４年 1:03’54” ７位 12位
4 河東　寛大 神文４年 1:04’47” 15位 12位
5 殿地　琢朗 健体３年 1:13’25” ８位 ９位
6 島崎　慎愛 経営３年 58’39” ４位 ８位
7 徳備　大輔 法４年 1:04’17” ７位 ８位
8 伊地知賢造 健体１年 1:05’19” ９位 ８位
9 高蔦　凌也 法４年 1:11’00” 12位 ９位
10 木付　　琳 経３年 1:10’15” ３位 ９位

第97回東京箱根間往復大学駅伝競走　総合成績・結果順位
順位 大学名 総合成績
1 駒澤大学  10:56'04"
2 創価大学  10:56'56"
3 東洋大学  11:00'56"
4 青山学院大学  11:01'16"
5 東海大学  11:02'44"
6 早稲田大学  11:03'59"
7 順天堂大学 11:04'03"
8 帝京大学 11:04'08"
9 國學院大學 11:04'22"
10 東京国際大学 11:05'49"

以上　上位10校シード権獲得
11 明治大学 11:06'15"

以下省略（全21チーム出場）
＊往路結果／順位　5:34’52”　９位
＊復路結果／順位　5:29’30”　６位

　陸上競技部の第97回箱根駅伝出場（５年　陸上競技部の第97回箱根駅伝出場（５年
連続、通算14回目）に際し、全国の多くの皆連続、通算14回目）に際し、全国の多くの皆
さまから応援支援金を頂戴しました。ありがさまから応援支援金を頂戴しました。ありが
とうございました。不安定な社会状況の中、とうございました。不安定な社会状況の中、
ご協力くださいました事に心より御礼申しあご協力くださいました事に心より御礼申しあ
げます。（約800件、638万円のご支援をいたげます。（約800件、638万円のご支援をいた
だきました。ご協力いただいた皆さまには、だきました。ご協力いただいた皆さまには、
改めまして決算等のご報告をいたします。）改めまして決算等のご報告をいたします。）
　応援自粛の中で駅伝が開催されましたが、　応援自粛の中で駅伝が開催されましたが、
テレビ前での応援が母校との距離を近づけてテレビ前での応援が母校との距離を近づけて
くれた感があります。くれた感があります。
　先輩からの継走を「覚悟」として、全選手　先輩からの継走を「覚悟」として、全選手
が粘り強く「証明」、３年連続のシード権獲が粘り強く「証明」、３年連続のシード権獲
得に大きな拍手を送ります。得に大きな拍手を送ります。
　國學院大學駅伝応援の会は、皆さまととも　國學院大學駅伝応援の会は、皆さまととも
に陸上競技部を応援して早20年が経過しましに陸上競技部を応援して早20年が経過しまし
た。この間、國學院大學では学生の課外活動た。この間、國學院大學では学生の課外活動
の強化に取り組まれ、駅伝応援は大学をあげの強化に取り組まれ、駅伝応援は大学をあげ
ての態勢がとられています。陸上競技部を直ての態勢がとられています。陸上競技部を直
接支援するメッセージ募金（寄付に際し応援接支援するメッセージ募金（寄付に際し応援
メッセージを添える）も可能です。メッセージを添える）も可能です。
　令和３年度以降、駅伝応援は國學院大學　令和３年度以降、駅伝応援は國學院大學
が主体となります。応援の会も大学と一体とが主体となります。応援の会も大学と一体と
なり「オール國學院」として応援を強化してなり「オール國學院」として応援を強化して
まいります。本会に入金いただきました支援まいります。本会に入金いただきました支援
金は、主体となる大学に繰り入れて駅伝の応金は、主体となる大学に繰り入れて駅伝の応
援に使わせていただきます。援に使わせていただきます。
　皆さまには引き続きご支援（メッセージ募　皆さまには引き続きご支援（メッセージ募
金又は駅伝応援の会）、ご協力をたまわりま金又は駅伝応援の会）、ご協力をたまわりま
すようよろしくお願い申しあげます。すようよろしくお願い申しあげます。

國學院大學駅伝応援の会
会長　坂本眞佐人（81経）

ご声援ありがとうございましたごごごごごごごご声声声声声援援援援援あああああああありご声援あ しししししたたたたたた

コンビニでの証明書発行等について
　國學院大學は、在学生や院友の便宜を図るため
各種証明書を一部のコンビニエンスストアで発行
できるサービスを昨年度からスタートさせていま
す。スマートフォンなどの端末から証明書の発行
申請・決済を行えばいつでも発行が可能となり、
最短では即日入手も可能です（※）。現在は、渋
谷・たまプラーザ両キャンパスに設置された証明
書自動発行機を使って即日発行も可能ですが、種
類によっては１週間ほど要するものもあります。
また、発行機は事務室の開室時間のみの稼働で、
来校が難しい地方在住者は郵送での手続きとなっ
ています。
　新たなサービスではキャンパス外から時間の制
限なく発行申請ができるようになり、最寄りのコ
ンビニ（国内のセブンーイレブン、ファミリーマ
ート、ローソンのマルチコピー機設置店舗）で証
明書を受け取ることが可能です。全国の院友の皆

さまには、地元で速やかに証明書発行を受けるこ
とができます。手数料・事務室開室時間・証明書
自動発行機の稼働スケジュールなどの詳細は、國
學院大學HPをご確認ください。

お問合せ先

國學院大學ホームページ
https://www.kokugakuin.ac.jp
をご覧ください。
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年
４
月
１
日
）

●
た
か
は
し

た
か
は
し

か
ず
か
ず
え

・
教
学
事
務
部
教

・
教
学
事
務
部
教

育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
主
査

育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
主
査

 

（
昭
和

（
昭
和
5353
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
あ
さ
あ
さ

だ

の
り
の
り

こ

・
学
術
メ
デ
ィ

・
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
図
書
館
事

ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
図
書
館
事

務
課
書
記

務
課
書
記

 

（
昭
和

（
昭
和
5454
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
そ

ね

だ

そ

ね

だ

つ
と
む

つ
と
む・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

事
務
部
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課

事
務
部
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課

主
査
主
査 

（
平
成
９
年

（
平
成
９
年
1010
月
１
日
）

月
１
日
）

卓
球
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ス
キ
ー
部

　

叙
勲
当
選
等
の
ご
連
絡
を
頂

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
二
年
三
月
か
ら
）

◆
受
賞

日
本
芸
術
院
賞（
令
和
２
年
３
月
）

松
本
幸
四
郎
丈（
ま
つ
も
と・こ

う
し
ろ
う
＝
藤
間
照
薫
氏
／
推
）

◆
叙
勲

旭
日
中
綬
章
（
令
和
２
年
秋
）

友
枝
昭
世
氏
（
と
も
え
だ
・
あ

き
よ
／
70
文
）

旭
日
双
光
章（
令
和
２
年
春
）

押
見
守
康
氏
（
お
し
み
・
も
り

や
す
／
76
神
研
）

旭
日
双
光
章（
令
和
２
年
秋
）

渡
辺
和
勇
氏
（
わ
た
な
べ
・
か

ず
お
／
63
政
）

瑞
宝
小
綬
章（
令
和
２
年
秋
）

平
田
和
夫
氏
（
ひ
ら
た
・
か
ず

お
／
66
文
）

瑞
宝
小
綬
章
（
令
和
３
年
１
月
）

八
重
畑
信
吉
氏
（
や
え
は
た
・

し
ん
き
ち
／
65
史
）

◆
当
選

角
田
市
長（
令
和
２
年
７
月
）

黒
須　

貫
氏
（
く
ろ
す
・
と
お

る
／
96
法
・
97
神
専
攻
）

◆
宮
司
就
任

手
長
神
社（
諏
訪
市
）

前
島　

正
氏
（
ま
え
じ
ま
・
た

だ
し
／
86
神
）

上
杉
神
社（
米
沢
市
）

大
乗
寺
真
二
氏
（
だ
い
じ
ょ
う

じ
・
し
ん
じ
／
86
神
2
）

岡
山
縣
護
國
神
社（
岡
山
市
中
区
）

河
野　

薫
氏
（
こ
う
の
・
か
お

る
／
95
神
専
攻
）

伊
勢
山
皇
大
神
宮（
横
浜
市
西
区
）

阿
久
津
裕
司
氏
（
あ
く
つ
・
ゆ

う
じ
／
104
別
専
Ⅱ
）

白
山
神
社（
新
潟
市
中
央
区
）

小
林
慶
直
氏
（
こ
ば
や
し
・
よ

し
な
お
／
112
神
）

※
院
友
の
叙
勲
・
褒
章
等
表
彰

に
つ
い
て
、
本
部
ま
で
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
三
月
末
日
を
も
っ
て
、

　

こ
の
三
月
末
日
を
も
っ
て
、

次
の
方
々
が
定
年
で
母
校
を
退

次
の
方
々
が
定
年
で
母
校
を
退

職
さ
れ
ま
す
。
お
元
気
で
、
今

職
さ
れ
ま
す
。
お
元
気
で
、
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

※
（　

）
は
、
専
任
と
し
て
奉

※
（　

）
は
、
専
任
と
し
て
奉

職
さ
れ
た
年
月
日
。
敬
称
略
。

職
さ
れ
た
年
月
日
。
敬
称
略
。

教　

員

●
あ
お
あ
お
き

ゆ
た
か

ゆ
た
か
・
文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

 

（
昭
和

（
昭
和
4848
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
ね
ぎ
し
ぎ
し

し
げ
し
げ
お

・
文
学
部
教
授

・
文
学
部
教
授

 

（
昭
和

（
昭
和
6363
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
の

ろ

の

ろ

け
ん
け
ん

・
文
学
部
教
授

・
文
学
部
教
授

 

（
平
成
３
年
４
月
１
日
）

（
平
成
３
年
４
月
１
日
）

●
は
な
は
な
べ

ひ
で
ひ
で
お

・
文
学
部
教
授

・
文
学
部
教
授

 

（
平
成

（
平
成
1616
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
あ
か
あ
か

い

ま
す
ま
す
ひ
さ
ひ
さ

・
文
学
部
教
授

・
文
学
部
教
授

フィジカルトレーニングの選手たちフィジカルトレーニングの選手たち

※ 平成11年度以前卒業の院友については、イン
ターネットでの証明書発行申請・決済は行えま
すが、証明書の発行は郵送に限ります（コンビ
ニ発行サービスは利用できません）。
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お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

小
出
尚
典
選
手（
史
３
年
）・
藤
木

小
出
尚
典
選
手（
史
３
年
）・
藤
木

敦
也
選
手（
神
文
３
年
）

敦
也
選
手（
神
文
３
年
）

院
友
会
館
っ
て
？

院友会院友会
ホームページホームページ



　

令
和
三
年
度
の
支
部
長
会

　

令
和
三
年
度
の
支
部
長
会

議
は
、五
月
二
十
九
日（
土
）

議
は
、五
月
二
十
九
日（
土
）

に
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン

に
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
の
予
定
で
準
備

パ
ス
で
開
催
の
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。
昨
年
は
、

を
進
め
て
い
る
。
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
開
催
を
自

症
拡
大
の
影
響
で
開
催
を
自

粛
し
、
書
面
に
よ
る
報
告
と

粛
し
、
書
面
に
よ
る
報
告
と

な
っ
た
が
、
明
年
度
は
新
た

な
っ
た
が
、
明
年
度
は
新
た

な
形
で
の
開
催
を
目
指
し
て

な
形
で
の
開
催
を
目
指
し
て

い
る
。

い
る
。

　

従
来
は
、
各
支
部
か
ら
支

　

従
来
は
、
各
支
部
か
ら
支

部
長
と
事
務
局
担
当
者
の
二

部
長
と
事
務
局
担
当
者
の
二

名
を
、
各
協
力
団
体
か
ら
も

名
を
、
各
協
力
団
体
か
ら
も

代
表
と
事
務
局
担
当
者
の
同

代
表
と
事
務
局
担
当
者
の
同

じ
く
二
名
を
招
い
て
、
大
学

じ
く
二
名
を
招
い
て
、
大
学

の
様
子
や
支
部
活
動
の
取
り

の
様
子
や
支
部
活
動
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
や
協

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
や
協

議
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和

議
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和

三
年
度
は
各
支
部
と
各
協
力

三
年
度
は
各
支
部
と
各
協
力

団
体
か
ら
代
表
の
方
一
名
を

団
体
か
ら
代
表
の
方
一
名
を

招
い
て
、
三
密
を
回
避
す
る

招
い
て
、
三
密
を
回
避
す
る

形
で
開
催
す
る
予
定
。

形
で
開
催
す
る
予
定
。

　

本
会
の
支
部
長
会
議
は
、

　

本
会
の
支
部
長
会
議
は
、

定
款
の
中
で
も
そ
の
設
置
が

定
款
の
中
で
も
そ
の
設
置
が

謳
わ
れ
て
お
り
、
当
日
は
大

謳
わ
れ
て
お
り
、
当
日
は
大

学
・
院
友
会
本
部
の
様
々
な

学
・
院
友
会
本
部
の
様
々
な

情
報
や
他
の
支
部
の
活
動
の

情
報
や
他
の
支
部
の
活
動
の

情
報
を
得
ら
れ
る
年
一
回
の

情
報
を
得
ら
れ
る
年
一
回
の

重
要
な
機
会
で
あ
る
。更
に
、

重
要
な
機
会
で
あ
る
。更
に
、

本
会
が
公
益
目
的
支
出
計
画

本
会
が
公
益
目
的
支
出
計
画

を
堅
実
に
実
施
し
て
い
く
こ

を
堅
実
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
や
、
國
學
院
大
學
の
益
々

と
や
、
國
學
院
大
學
の
益
々

の
発
展
の
た
め
に
は
、
本
部

の
発
展
の
た
め
に
は
、
本
部

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
支
部

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
支
部

主
管
の
社
会
貢
献
事
業
が
必

主
管
の
社
会
貢
献
事
業
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
会

要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
会

議
で
の
情
報
が
、
支
部
の
新

議
で
の
情
報
が
、
支
部
の
新

た
な
活
動
の
源
に
も
な
っ
て

た
な
活
動
の
源
に
も
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向

い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

各
支
部
へ
の
案
内
は
、
四

　

各
支
部
へ
の
案
内
は
、
四

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
る
の

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
る
の

で
ご
予
定
を
お
願
い
し
た

で
ご
予
定
を
お
願
い
し
た

い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
会
議

い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
会
議

終
了
後
に
開
催
し
て
い
た

終
了
後
に
開
催
し
て
い
た

「
一
般
公
開
講
演
会
」
は
別

「
一
般
公
開
講
演
会
」
は
別

の
機
会
に
、「
院
友
大
会
」

の
機
会
に
、「
院
友
大
会
」

は
別
掲
の
と
お
り
秋
以
降
に

は
別
掲
の
と
お
り
秋
以
降
に

開
催
の
予
定
で
あ
る
。

開
催
の
予
定
で
あ
る
。

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
今
年

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
今
年

度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

と
な
っ
た
。

　

春
先
か
ら
、
大
学
内
の
実

　

春
先
か
ら
、
大
学
内
の
実

施
準
備
委
員
会
で
開
催
に
向

施
準
備
委
員
会
で
開
催
に
向

け
て
検
討
が
始
ま
っ
て
い
た

け
て
検
討
が
始
ま
っ
て
い
た

が
、
緊
急
事
態
宣
言
や
、
そ

が
、
緊
急
事
態
宣
言
や
、
そ

の
解
除
後
の
状
況
も
勘
案
し

の
解
除
後
の
状
況
も
勘
案
し

て
来
場
型
の
開
催
は
取
り
止

て
来
場
型
の
開
催
は
取
り
止

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

が
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

が
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
全
面
中
止
と
い

　

当
初
は
、
全
面
中
止
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
大
学

う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
大
学

と
院
友
の
繋
が
り
を
大
切
に

と
院
友
の
繋
が
り
を
大
切
に

考
え
る
準
備
委
員
会
メ
ン
バ

考
え
る
準
備
委
員
会
メ
ン
バ

ー
の
熱
い
想
い
が
、
オ
ン
ラ

ー
の
熱
い
想
い
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
で
の
実
現
と
な
っ

イ
ン
開
催
で
の
実
現
と
な
っ

た
。
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
一

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
一

月
九
日
（
土
）
に
ラ
イ
ブ
配

月
九
日
（
土
）
に
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー

信
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
。
ゲ
ス
ト
に
田
代

ク
ラ
イ
ブ
。
ゲ
ス
ト
に
田
代 

学
氏
（

学
氏
（
9999
法
／
サ
ン
ケ
イ
ス

法
／
サ
ン
ケ
イ
ス

ポ
ー
ツ
編
集
局
局
次
長
）、

ポ
ー
ツ
編
集
局
局
次
長
）、

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
授
業　
　
　

　

新
方
式
も

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

収
束
に
見
通
し
が
立
た
な
い

収
束
に
見
通
し
が
立
た
な
い

中
、
今
年
度
の
授
業
は
後
期

中
、
今
年
度
の
授
業
は
後
期

に
開
講
さ
れ
た
一
部
の
実
技

に
開
講
さ
れ
た
一
部
の
実
技

・
実
習
系
授
業
を
除
い
て
、

・
実
習
系
授
業
を
除
い
て
、

遠
隔
授
業
で
行
わ
れ
た
。
一

遠
隔
授
業
で
行
わ
れ
た
。
一

部
の
科
目
で
は
昨
年
十
一
月

部
の
科
目
で
は
昨
年
十
一
月

か
ら
教
室
で
行
う
授
業
を
配

か
ら
教
室
で
行
う
授
業
を
配

信
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

信
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

が
開
始
さ
れ
た
。
担
当
教
員

が
開
始
さ
れ
た
。
担
当
教
員

は
、
配
信
機
器
が
用
意
さ
れ

は
、
配
信
機
器
が
用
意
さ
れ

た
教
室
で
登
校
し
た
学
生
と

た
教
室
で
登
校
し
た
学
生
と

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
前
に
授
業

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
前
に
授
業

を
行
い
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

を
行
い
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

テ
ム「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー

テ
ム「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー

ム
）」を
使
っ
て
ラ
イ
ブ
配
信

ム
）」を
使
っ
て
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
た
。
入
学
後
初
め
て
教

さ
れ
た
。
入
学
後
初
め
て
教

室
で
授
業
を
受
け
た
と
い
う

室
で
授
業
を
受
け
た
と
い
う

日
本
文
学
科

日
本
文
学
科
1
年
の
男
子
学

年
の
男
子
学

生
は
「
対
面
で
授
業
を
受
け

生
は
「
対
面
で
授
業
を
受
け

て
大
学
生
だ
と
い
う
実
感
が

て
大
学
生
だ
と
い
う
実
感
が

わ
い
た
」
と
話
し
た
。

わ
い
た
」
と
話
し
た
。

▼
観
光
学
部
観
光
ま
ち
づ
く

　

り
学
科（
仮
称
）　　
　
　

　

認
可
を
改
め
て
申
請

　

國
學
院
大
學
は
、
令
和
三

　

國
學
院
大
學
は
、
令
和
三

年
四
月
の
開
設
に
向
け
て
準

年
四
月
の
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
た
観
光
学
部

備
を
進
め
て
い
た
観
光
学
部

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科
（
仮

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科
（
仮

称
）
に
つ
い
て
、
審
査
課
程

称
）
に
つ
い
て
、
審
査
課
程

に
お
け
る
指
摘
を
踏
ま
え
、

に
お
け
る
指
摘
を
踏
ま
え
、

令
和
二
年
十
月
に
申
請
を
取

令
和
二
年
十
月
に
申
請
を
取

り
下
げ
た
。
そ
の
後
、
教
育

り
下
げ
た
。
そ
の
後
、
教
育

内
容
や
教
員
組
織
な
ど
に
つ

内
容
や
教
員
組
織
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
令
和
四

い
て
検
討
を
行
い
、
令
和
四

年
四
月
の
開
設
を
目
指
し

年
四
月
の
開
設
を
目
指
し

て
、
改
め
て
文
部
科
学
省
に

て
、
改
め
て
文
部
科
学
省
に

認
可
を
申
請
し
た
。

認
可
を
申
請
し
た
。

▼
國
學
院
大
學
学
報
を　
　

　

定
期
購
読
し
ま
せ
ん
か
？

　

「
國
學
院
大
學
学
報
」

　

「
國
學
院
大
學
学
報
」

は
、
母
校
の
ニ
ュ
ー
ス
や
学

は
、
母
校
の
ニ
ュ
ー
ス
や
学

生
・
院
友
（
卒
業
生
）・
教

生
・
院
友
（
卒
業
生
）・
教

職
員
の
活
躍
を
お
届
け
す
る

職
員
の
活
躍
を
お
届
け
す
る

機
関
紙
（
年

機
関
紙
（
年
1111
回
発
行
、
八

回
発
行
、
八

月
は
休
刊
）
で
す
。
特
集
で

月
は
休
刊
）
で
す
。
特
集
で

は
、
國
學
院
大
學
の
多
彩
な

は
、
國
學
院
大
學
の
多
彩
な

顔
を
ご
紹
介
。
母
校
の
歴
史

顔
を
ご
紹
介
。
母
校
の
歴
史

を
辿
る
「
学
問
の
道
」
な
ど

を
辿
る
「
学
問
の
道
」
な
ど

各
種
連
載
コ
ラ
ム
も
注
目
で

各
種
連
載
コ
ラ
ム
も
注
目
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
部
会
を
は
じ

す
。
ス
ポ
ー
ツ
部
会
を
は
じ

め
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
続

め
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
続

け
る
学
生
た
ち
の
情
報
、
卒

け
る
学
生
た
ち
の
情
報
、
卒

業
生
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

業
生
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
や
講
座
の
ご
案
内
な
ど
も

ト
や
講
座
の
ご
案
内
な
ど
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
定
期
購

充
実
し
て
い
ま
す
。
定
期
購

読
を
ご
希
望
の
方
は
、
広
報

読
を
ご
希
望
の
方
は
、
広
報

課
ま
で

課
ま
で
F
A
X
、
メ
ー
ル

、
メ
ー
ル

な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
年
間
購
読
料

（
年
間
購
読
料
:
五
百
円

五
百
円

〈
税
込
み
・
送
料
含
む
、
払

〈
税
込
み
・
送
料
含
む
、
払

込
手
数
料
別
途
〉）。
Ｑ
Ｒ
コ

込
手
数
料
別
途
〉）。
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
で
お
申
し

ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
い
た
だ

込
み
い
た
だ

け
ま
す
。

け
ま
す
。

広
報
課
・
記

鳥
山
泰
孝
氏
（

鳥
山
泰
孝
氏
（
106106
法
／
硬
式

法
／
硬
式

野
球
部
監
督
）、
坂
本
大
記

野
球
部
監
督
）、
坂
本
大
記

氏（氏（
106106
文
／
柔
道
部
監
督
）、

文
／
柔
道
部
監
督
）、

前
田
康
弘
氏
（
陸
上
競
技
部

前
田
康
弘
氏
（
陸
上
競
技
部

監
督
）
を
迎
え
、
ト
ー
マ
ス

監
督
）
を
迎
え
、
ト
ー
マ
ス

・
サ
リ
ー
さ
ん
（

・
サ
リ
ー
さ
ん
（
116116
法
／
フ

法
／
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
司

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
司

会
を
務
め
開
催
さ
れ
た
。
テ

会
を
務
め
開
催
さ
れ
た
。
テ

ー
マ
は
「
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
は

ー
マ
は
「
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
は

人
に
力
を
与
え
る
の
か
」。

人
に
力
を
与
え
る
の
か
」。

　

田
代
氏
は
、
記
者
と
し
て

　

田
代
氏
は
、
記
者
と
し
て

の
米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
や
オ

の
米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
豊
富
な

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
豊
富
な

取
材
経
験
を
通
じ
て
、
ス
ポ

取
材
経
験
を
通
じ
て
、
ス
ポ

ー
ツ
の
魅
力
や
指
導
者
に
は

ー
ツ
の
魅
力
や
指
導
者
に
は

繊
細
な
目
配
り
や
気
配
り
が

繊
細
な
目
配
り
や
気
配
り
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
又
新
聞

必
要
で
あ
る
こ
と
、
又
新
聞

紙
面
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
感

紙
面
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
感

動
を
届
け
た
い
と
話
さ
れ

動
を
届
け
た
い
と
話
さ
れ

た
。
た
。

　

三
名
の
監
督
は
、
コ
ロ
ナ

　

三
名
の
監
督
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
指
導
の
苦
労
や
選
手

禍
で
の
指
導
の
苦
労
や
選
手

た
ち
の
工
夫
や
成
長
、
普
段

た
ち
の
工
夫
や
成
長
、
普
段

我
々
が
立
ち
入
る
こ
と
の
で

我
々
が
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
寮
生
活
の
裏
話
な
ど

き
な
い
寮
生
活
の
裏
話
な
ど

も
語
っ
て
く
れ
、
大
勢
の
院

も
語
っ
て
く
れ
、
大
勢
の
院

友
が
視
聴
し
た
。

友
が
視
聴
し
た
。

　

毎
年
人
気
の
院
友
会
全
国

　

毎
年
人
気
の
院
友
会
全
国

支
部
物
産
展
は
、『
自
宅
か

支
部
物
産
展
は
、『
自
宅
か

ら
物
産
展
「
我
が
町
の
院
友

ら
物
産
展
「
我
が
町
の
院
友 

我
が
町
の
名
産
」』と
し
て
、

我
が
町
の
名
産
」』と
し
て
、

主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購

主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購

入
が
可
能
な
院
友
が
関
係
す

入
が
可
能
な
院
友
が
関
係
す

る
全
国
の
お
店
が
紹
介
さ
れ

る
全
国
の
お
店
が
紹
介
さ
れ

た
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

た
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

鹿
児
島
ま
で
、
各
支
部
自
慢

鹿
児
島
ま
で
、
各
支
部
自
慢

の
お
酒
や
名
産
品
が
紹
介
さ

の
お
酒
や
名
産
品
が
紹
介
さ

れ
た
。
院
友
特
典
も
あ
り
、

れ
た
。
院
友
特
典
も
あ
り
、

國
學
院
な
ら
で
は
の
お
取
り

國
學
院
な
ら
で
は
の
お
取
り

寄
せ
を
楽
し
ん
だ
院
友
も
多

寄
せ
を
楽
し
ん
だ
院
友
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。

　

院
友
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

院
友
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

卒
業
式
が
中
止
に
な
っ
て
し

卒
業
式
が
中
止
に
な
っ
て
し

ま
っ
た

ま
っ
た
128128
期
生
限
定
の
交
流

期
生
限
定
の
交
流

会
や
、
各
地
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

会
や
、
各
地
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

実
践
論
の
ラ
イ
ブ
配
信
な

実
践
論
の
ラ
イ
ブ
配
信
な

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は

の
企
画
が
開
催
さ
れ
た
。

の
企
画
が
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
大
学
の
今
を
見

　

そ
の
他
、
大
学
の
今
を
見

て
い
た
だ
く
企
画
と
し
て
、

て
い
た
だ
く
企
画
と
し
て
、

「
大
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

「
大
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
」「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
國

ー
」「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
國

大
生
」「
自
宅
で
体
験

大
生
」「
自
宅
で
体
験 

大
学
大
学

の
学
び
〝
博
物
館
実
習

の
学
び
〝
博
物
館
実
習

篇
〞」「
若
手
院
友
弁
護
士
が

篇
〞」「
若
手
院
友
弁
護
士
が

解
説
解
説 

身
近
な
法
律
問
題
〜

身
近
な
法
律
問
題
〜

知
っ
て
お
き
た
い
基
本
知
識

知
っ
て
お
き
た
い
基
本
知
識

〜
」
な
ど
が
動
画
で
配
信
さ

〜
」
な
ど
が
動
画
で
配
信
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
院
友
に
限
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
院
友
に
限
ら

ず
広
く
多
く
の
方
に
ご
覧
い

ず
広
く
多
く
の
方
に
ご
覧
い

た
だ
い
た
。

た
だ
い
た
。

　

配
信
動
画
は
、
今
後
も
継

　

配
信
動
画
は
、
今
後
も
継

続
し
て
視
聴
が
可
能
の
も
の

続
し
て
視
聴
が
可
能
の
も
の

も
あ
る
。
久
々
に
大
学
に
行

も
あ
る
。
久
々
に
大
学
に
行

き
た
い
が
コ
ロ
ナ
で
行
け
な

き
た
い
が
コ
ロ
ナ
で
行
け
な

い
、
東
京
に
な
か
な
か
行
く

い
、
東
京
に
な
か
な
か
行
く

機
会
が
な
い
、
と
い
う
方
に

機
会
が
な
い
、
と
い
う
方
に

は
、〝
國
學
院
大
學
の
今
〞

は
、〝
國
學
院
大
學
の
今
〞

を
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
け

を
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
最
適
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
最
適
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ

る
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

令
和
三
年
度
の
ホ
ー
ム
カ

　

令
和
三
年
度
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
に
向
け
て

ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
に
向
け
て

既
に
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る

既
に
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
よ

が
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
よ

う
に
多
く
の
院
友
や
保
護
者

う
に
多
く
の
院
友
や
保
護
者

の
皆
さ
ま
で
一
杯
に
な
っ
た

の
皆
さ
ま
で
一
杯
に
な
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
一
日
も
早

キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
一
日
も
早

く
戻
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

く
戻
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

▼
令
和
三
年
度
の
國
學
院　

　

大
學
公
開
講
座
に
つ
い
て

　

令
和
二
年
度
の
國
學
院
大

　

令
和
二
年
度
の
國
學
院
大

學
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

學
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
、
全
講
座

染
拡
大
を
受
け
て
、
全
講
座

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
年
明
け
か

ま
し
た
。
ま
た
、
年
明
け
か

ら
再
度
緊
急
事
態
宣
言
が
発

ら
再
度
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
状

令
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
令

況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
令

和
三
年
度
に
つ
き
ま
し
て

和
三
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
、
安
全
確
保
の
観
点
か

も
、
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
、
実
技
を
伴
う
書
道
関
連

ら
、
実
技
を
伴
う
書
道
関
連

を
は
じ
め
と
す
る
「
対
面
」

を
は
じ
め
と
す
る
「
対
面
」

に
よ
る
講
座
に
つ
い
て
は
開

に
よ
る
講
座
に
つ
い
て
は
開

講
を
見
送
る
こ
と
と
い
た
し

講
を
見
送
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
大
変
残
念
で
す

ま
し
た
。
大
変
残
念
で
す

が
、
事
情
ご
賢
察
い
た
だ
け

が
、
事
情
ご
賢
察
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。
そ
の
代

ま
す
と
幸
い
で
す
。
そ
の
代

わ
り
と
し
て
、
新
た
な
手
法

わ
り
と
し
て
、
新
た
な
手
法

で
あ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に

で
あ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に

よ
る
遠
隔
講
座
を
準
備
い
た

よ
る
遠
隔
講
座
を
準
備
い
た

し
ま
し
た
。
ご
興
味
ご
ざ
い

し
ま
し
た
。
ご
興
味
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
以
下
に
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
以
下
に
ご
ざ
い

ま
す
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
パ

ま
す
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
用
の
Ｑ
Ｒ

ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
用
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
の
お
申
し
込

コ
ー
ド
か
ら
の
お
申
し
込

み
、
ま
た
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ

み
、
ま
た
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
事
業
課
宛
に
メ
ー
ル
に

ョ
ン
事
業
課
宛
に
メ
ー
ル
に

て
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け

て
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。

れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

こ
の
他
、
令
和
三
年
度
よ

　

こ
の
他
、
令
和
三
年
度
よ

り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講

り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講

座
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

座
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
講
座
と
な
り

ラ
イ
ン
に
よ
る
講
座
と
な
り

ま
す
が
、
初
回
は
「
万
葉
集

ま
す
が
、
初
回
は
「
万
葉
集

・
源
氏
物
語
の
生
活
と
文

・
源
氏
物
語
の
生
活
と
文

化
」
を
テ
ー
マ
に
八
〜
九
月

化
」
を
テ
ー
マ
に
八
〜
九
月

に
か
け
て
全

に
か
け
て
全
1010
回
の
講
座
を

回
の
講
座
を

実
施
す
る
計
画
で
す
。
受
付

実
施
す
る
計
画
で
す
。
受
付
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國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（担当：清水、神山）
TEL：03-5466-0115　MAIL：keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞ 

國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いた
だける協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗につ
いては大学HPやチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させて
いただきます。　※詳しくは経理課へお問い合わせください。

「國學院カード」HP
QRコード

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」

支
部
長
会
議
開
催
に
向
け
て

支
部
長
会
議
開
催
に
向
け
て

お
断
り

皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

令和３年度院友会について
　例年、院友大会は５月頃に國　例年、院友大会は５月頃に國
學院大學渋谷キャンパスで開催し學院大學渋谷キャンパスで開催し
てきたが、昨年度は新型コロナウてきたが、昨年度は新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響で開催をイルス感染症拡大の影響で開催を
中止とした。中止とした。
　令和３年度の院友大会は、昨　令和３年度の院友大会は、昨
年12月開催（決議の省略による）年12月開催（決議の省略による）
の理事会において、新型コロナウの理事会において、新型コロナウ
イルス感染症の状況を踏まえて、イルス感染症の状況を踏まえて、
秋以降に開催することを決定し秋以降に開催することを決定し
た。院友大会は、年に一度母校をた。院友大会は、年に一度母校を
会場に大勢の院友の交流の場とし会場に大勢の院友の交流の場とし
て、全国各地の銘酒を飲み食事をて、全国各地の銘酒を飲み食事を
しながらのものであったが、現状しながらのものであったが、現状

では飲食を伴う懇親会は感染拡大では飲食を伴う懇親会は感染拡大
の一つの要因となっていることかの一つの要因となっていることか
ら、開催方法を引き続き検討してら、開催方法を引き続き検討して
いる。いる。
　オンラインでの交流という方法　オンラインでの交流という方法
もあるかと思うが、やはり直接いもあるかと思うが、やはり直接い
ろいろな院友と会って名刺を交換ろいろな院友と会って名刺を交換
しながら情報交換をし、懇親を深しながら情報交換をし、懇親を深
めたいという意見もあることかめたいという意見もあることか
ら、慎重に検討を進めることとしら、慎重に検討を進めることとし
ている。ている。
　開催については、今後本会ホー　開催については、今後本会ホー
ムページや会報等でお知らせするムページや会報等でお知らせする
予定でいる。予定でいる。

メインイベントとして開催されたスペシャルトークライブメインイベントとして開催されたスペシャルトークライブ

【ＨＰ・お問合せ先】
https://www.kokugakuin.ac.jp/general/https://www.kokugakuin.ac.jp/general/
eventlisteventlist
☎0303―54665466―02700270
MAIL : jigyou@kokugakuin.ac.jpMAIL : jigyou@kokugakuin.ac.jp
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オープンカレッジ
パンフレットの
ご請求はこちらから ▶

★あ て 先　　〒150-0011　東京都渋谷区東４―12―８
　　　　　　國學院大學院友会 院友会報プレゼント係
★応募方法　 ハガキ・ファックス・E-mailに〒・住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科

・個人番号【（　）内の10桁の数字】・希望の賞品（「前田監督著書」または
「國學院クッキー」）を記入の上、お申し込みください。

　　　　　　※おひとりで複通数、複数賞品の応募はできません。
★締め切り　令和３年４月30日（金）
★当選発表　 当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせていただきます。発送は５

月上旬以降となります。お楽しみに！
※ お申し込みいただきました個人情報は、本会で適切に管理し、本会の事業を遂行す
るために利用させていただきます。
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『國學院クッキー』
129期生（令和３年３月卒業）限定

プレゼントコーナー

15名名
抽選で抽選で

10名名
抽選で抽選で

　今回は、陸上競技部の前田康弘監督の
著書「歴史を変えた挑戦　國學院大學陸
上競技部で僕が実践した非エリートで強
いチームを作る方法」を、抽選で15名
の皆さまにプレゼントいたします。本
は、前田監督のサイン入りです。ぜひご
応募ください。

祝 ご卒業！ 今号特別企画の129期生
限定プレゼントです。クッキーに、こく
ぴょんなどがデザインされた、コロンバ
ン製の本格的クッキーです。この人気の
國學院クッキーを、抽選で10名の皆さ
まにプレゼントいたします。129期生の
皆さん、ぜひご応募ください。
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